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1. ご 使用 の 前 に 必ず お 読み 下さ い 


* ケ グー ス を は ず し て 内 部 に 手 を 台 れ な いで 下さ い 。 
故障 の 原因 に な り ま す 。 

e 直射 日 光 に 当る 所 、 ほ こり の 多い 所 、 暖 房 器 只 の 
近く な ど で の ご 使用 、 及 び 保 管 は し な いで 下さ い 。 
sw テレ ビ 、 チ ュー ナー な ど 、 他 の 携 器 に 影響 を 与え 
る 時 は 距離 を 離し て ご 使用 下さ い 。 

* 付属 の アン テ ナ を 完全 に 取り つけ て お 使い 下さ い 。 
e 外部 電源 に は 、 必 ず 専 用 の アク ティ ブフ ィ ル ター 
付 シ ガー ライ ター ケー ブル (EDC-36) を お 使い 
下さ い 。 

* ハイ パワ ー で 長 時 間 送 信 し 続け る と 、 寺 器 が 過熱 
し ます 。 注 意 し て お 取扱 い 下 さい 。 

* 万 一 、 煙 が 出 た り 、 変 な 思い が する 場合 は 、 電 源 
スイ ッ チ を すばやく 切り 、 速 や か に 販売 店 また は 、 
最寄り の 当社 サー ビス 窓口 へ ご 粋 絡 下さ い 。 


電波 を 発射 する 前 に 


ハム バン ド 各 く で は 、 多 く の 業 務 用 無線 局 が 運用 され て いま す 。 こ れ ら の 無線 局 
の 近く で 、 電 波 を 発射 する と 、 ア マチ ュ ア 無線 局 が 電波 法令 を 満足 し て いて も 、 
思わ ぬ 電 波 障害 を 起こ すこ と が あり ます の で 、 移 動 運用 の 際 に は 十分 ご 注意 下さ 
い 。 特 に 次 の よう な 場 所 で の 運用 は 原則 と し て 行わ ず 、 必 要 な 場合 は 、 管 理 者 の 


承認 を 得 て 下 さい 。 


航空 機内 、 空 港 敷 地内 、 新 幹線 剤 両 内 、 業 務 用 無線 局 、 及 びそ れ ら の 中 継 局 周辺 


な ど 。 


佑 付 属 品 に つい て 
開 柚 し まし た ら 、 付 属 品 の 確認 を し て 下さ い )。 

WP テッ 1 es ハン ドス トラ ッ プ で で] 
* バ ッ デ リー ケー スドー ! * 取扱 説明 書 1 
e EDC-82< 充 電器 > 1 @ 保 証 計 ドー に レー ドー ーー ーー ] 
* EBP-33N く NiCd 蓄 吉池 2 ・…・ 1 s ク イッ クマ ニュ アル …………] 1 
DU て eve ] 

(ネジ ら 友 ) 


Tr 


アン テ ナ の 取付 け か た 


アン テ ナ の 根元 を 持ち 、 底 画 の 潮 と 、 本 体 の アン テ 
ナコ ネクター の 凸 部 を 合わ せ て 差し 込み 、 ア ン テ ナ 
を 時 計 方 向 ( 右 ) に 回 し ます 。 確 実に 取付 けた こと を 
確認 し て 下さ い 。 


取外す 時 は アン テ ナ を 反 時 計 方 向 ( 左 ) に 回 し ます 。 


| ベル トク リッ プ の 取付 け か た | 


付属 の ベル トク リッ プ を ネジ 2 本 で 本体 の 後 側 に 左 
図 の よう に 取付 け ま す 。 


人 @ 電 池 の セ ッ ト 


電池 ケー ス の 取付 け ・ 取 外し か た 


e 取付 け か た e 外し か た 

加 池 ケー ス を 本 体 寺 池 ケー スロ ッ ク 

の 満 に 合わ せ て 矢 ボタ ン を 矢印 の 方 

印 の 方 向 に カチ ッ 向 に 拝 し た まま 、 

と 音 が する まで 押 ツメ を は ず し て 、 

し 込み ます 。 電池 ケー ス を 引き 
抜き ます 。 


電池 の セッ ト の し か た 


1、 起 池 ケ ー ス の 上 部 の ツメ を 図 の よう に 外し 上 方 向 
に 引き 上 げ る と 、 電 池 ケ ー ス が 開き ます 。 

ら . 市 販 の 単 G 型 アル カリ 乾電池 4 本 を 、 電 池下 ケー スズ 
内 の ⑤ 〇 の 印 に 従っ て セッ ト し ます 。 

9. 画 池 ケー ス を “1 "で 外し た ツメ に 合わ せ 、 底 の 方 
を カチ ッ と 斉 が する まで 押し ます 。 


e 市 販 の 単 3 型 ニカ ド 電 池 は 使用 し な いで 下さ い 。 
s 電池 は 同じ 種類 の 新しい も の を 使 過 し て 下さ い 。 な お 、 長 時 間 軍 用 の た め に は アル カリ 電池 の 使用 を お 落 
めし ます 。 
s オプ ショ ン の ニカ ド バ ッ テリ ー パ バック (EBP-33N/34N/35N/36N) も 同様 の 方 法 で 落 脱 する こと が で 
きま す 。 
* 電池 交換 時 央 に つい て 
BATT 電池 容量 が 少な く な る と 、 デ ィ ス プレ イ に 左 の 表示 が あら われ ます 。 
早め に 垣 池 を 交換 し て 下さ い 。 
な お 、 送 信 時 の バッ テリ ー 表 示 は 送信 前 の 電池 状態 刀 保 持 し ます 。 
1) マン ガン 電池 、 ア ルカ リ 二 池 、 二 カド 程 池 は 各々 の 特性 が 違う た め 、BATT 表 示 が 点灯 
する 前 に 送信 出来 な く な る こと が あり ます 。 
の 6) マン ガン 電池 は 特性 上 、 使 用 は お すす め 出 来 ま せん 。 
e バッ テリ ー セ ー ブ (myP46)、 オ ー ト パワ ロー オフ (wirP45)、LOW パ ワー 送信 (ssYP18) 提 能 を 使う と 、 
守 池 が 長持ち し ます 。, 


人 @ 本 書 で 使用 する 用 語 の 説明 


e バ ンド 、R バ ンド 
本 機 の ディ スプ レイ に 表示 され て いる 
どら つ の バン ド の うち 、 左 側が L バ ンド 、 
右側 が R バ ンド で す 。 


* メイ ン バ ン ド 、 サ ブ バ ンド 
由 が 表示 され て お り 、 送 信 、 操 作 の 対 
象 と な る バン ド が メイ ン バ ン ド 。 そ れ 
に 対し 、 凡 が 消灯 し て いる 側が サブ バ 
ンド で す 。 受信 に つい て は 両方 同時 に 
行っ て いま す 。 


メイ ン バ ン ド 


サブ バン ド メイ ン バ ン ド 


e VHF 演 
3UMHz-300MHz の 周波 数 淀 。 
本 書 で は 、144.000-145.995MHz 
を 指し ます 。 本 枯 は L バ ンド と ロバ ン 
ド の 両方 で VHF 帯 の 送 、 受 信 が 可能 
で す 。 


e UHF 帯 
3d00MHz~-3.000MHz の 周波 数 帯 。 
本 書 で は 430.000-439.995MHz 
を 指し ます 。 本 機 は し バン ド と バン 
ド の 両方 で UHF 帯 の 送 、 受 信 が 可能 
で す 。 


サブ バン ド 「「 


* ツイ ン バ ン ド 、 モ ノバ ンド 
L バ ンド 、 バン ド 両 方 を 運用 する モ 
・ー ド が ツイ ン バ ン ド 、 い ずれ か 一 方 の み 
を 運用 する モー ド が モノ バン ド で す 。 


we VFO-A.B . 
本 機 に は VFO モ ー ド が 、L バ ンド 、R バ 
ンド の VHF 滞 、 UHF 帯 に それ ぞ れ ら 
チャ ン ネ ル ず つ あ り ま す 。( 計 8VFO) 
ど チ ャ ン ネ ル の VFO は 、VFO-A、 
VFO-B と 呼び ます 。 


* メモ リー 登録 モー ド 、 運 用 モー ド 
メモ リー モー ド に は 、 全 メモ リー チャ 
ン ネ ル を 表示 し 、 メ モリ ー 登 録 の で き 
る 登録 モー ド と 、 登 録 さ れ た メモ リー 
の み を 呼出 す 運 用 モー ド が あり ます 。 


~_e ス キャン 


周波 数 を 周期 的 に 変化 させ て 受信 し 、 
信号 の 出 て いる チャ ン ネ ル を 探す 機能 
で す 。 


ゃ チャ ン ネ ルス コー プ 
表示 周波 数 と その 周辺 の 居 波 数 の 信号 
の 受信 状況 を まとめ て 表示 する 当社 独 
記 の 機能 で す 。 


e ス イー プス キャ ン 
スキ ャ ン し な が ら 周 辺 の 周波 替 の 信 
状況 を 表示 し て ゆく 機能 で す 。 


* ス ケル チ 
信号 を 受信 し て いな い 時 の ザー ッ と い 
う 雑 音 を な くす 機能 。「 ス ケル チ が 開 
く 」 と は 、 信 号 を 受信 し て 受信 音 を 出 
すこ と が で きる 状態 で す 。 


ら . 各部 の 名 称 と 機能 


@ 上 面部 
アン テ ナ コ ネクター ダイ ヤル 還 寺 
1 の アン テ ナ を 拓 す る 居 波 数 や メモ リー チャ ン ネ 


た め の コ ネクター で す 。 ル 、 そ の 他 宮 設定 の 切換 え 


BNC コ ネクター を 使用 す を 行い ます 。 

れ ば 、 外 部 アン テ ナ を 援 続 

で さま す 。 

SP 端 子 \__ Mc 端子 

当社 オプ ショ ン の スピ ー カ 当社 オプ ショ ン の マイ ク ブ 
ー ブ ラ グ 接 続 端子 で す 。 ラグ 接続 端子 で す 。 

信 前 面部 L バ ンド 


BUSY/DN AIR ラ ン ブ 
R バ ンド 
BUSY/ON AIR ラ ンプ 


電源 スイ ッ チ 
本 機 の 回 源 を ODN/DFF す 


る スイ ッ チ で す 。 それ ぞ れ の バン ド に 信号 が 

感 し て いる 時 は 緑色 に 点 
SHCH/MONO キ ー DC 
単独 で 潤す と チャ ン ネ ルス 


に は 、 赤 色 に 点灯 し ます 。 
ズ ビ ピー カー 

浦 型 スピ ー カ ー が 内 成 さ れ 
て いま す 。 


コー プ が 動作 終了 し ま 
す 。 (WP29) F キ ー を 押 
し な が ら 押 す と 、 ツ イン バ 
ンド ンプ モノ バン ド が 切換 わ 
り ま す 。( 忠 "P1) 


戸 】 


ディ スプ レイ ぐう L キ ー 
周波 委 や その 他 の 運用 状態 @ ぐ つ メイ ン バ ン ド と 反対 側 の キ 


ョ 

『 

0 

H 
ん 


を 表示 し ます 。 の の ③ の ②③ ー を 押す と 、 メ イン バン ド 
。 、 で つつ でき や の N 
キー ポー ドーーー で の きる が 移動 し ます 。(*YP18) 


メイ ン バ ン ド 側 の キー を 澤 
す と 、 メ モリ ー ン CALL モ 
ー ド な ら VFD モ ー ド に な 


ーー 


各 キ ー 毎 に いろ いろ な 機能 
を 持っ て いま す 。 ま た 


VF0 の 運用 周波 迷 を 入力 IN 
する こと も で きま す 。 り 、 VFU モ ー ド な 5 ら VFO- 
(WP]15) A と B を 切換 えま す 。 

- (mwWP14) 


F キ ー を 押し な が ら 押 す 
と 、VF0O モ ー ド 時 は 
VHF 帯 UHF 帯 を 切換 
えま す 。 (mwWP40) 


マイ クロ ホン 
送信 する 時 は ここ に 向かっ 
て 話し て 下さ い 。 


参 人 出 面部 
ダイ ヤル 側 
F( フ ァ ン クシ ョ ン ) キー VOLUME 人 4 ノ ヤキ ー 


この キー と 他 の キー を 組合 
わせ て 使用 する こと に よ 
り 、 い ろ い ろ な 機能 を 呼出 
せま す 。 


単独 で 押す と 、 メ イン バン 
ド 側 の 音量 を 調整 し ます 。 
F キ ー を 押し な が ら 押 す と 
サブ バン ド 側 の 音量 を 調整 


PTT キ ー し ます 。(mP10) 

この キー を 押し て いる 半 、 
メイ ン バ ン ド 側 が 送信 状態 SGUELCH 4/ マ キー 
に な り ま す 。(myP1 フ ) 単独 で 押す と 、 メ イン バ 
の 9008 ンド 側 の スケ ル チ を 調整 
PTT ら キー し ます 。F キ ー を 押し な 


この キー を 押す と 、 LOW 
バ ワ ー で 送信 し ます 。 ま た 、 
サブ バン ド 側 の 送信 キー と 
し て 使う こと も で きま す 。 
(@ ぎ P18) 


MONI キ ー 
この キー を 押し て いる 商 、 
スケ ル チ レ ベル に か か わら 
ず 、 一 時 的 に スケ ル チ を 解 
除 し ます 。 (myP16) F キ 
ー を 押し な が ら 押 す と バッ 
テリ ー セ ー プ 識 能 を 解除 ン 
設定 し ます 。(m ぎ P46) 


が ら 押 す と サブ バン ド 側 
の スケ ル チ を 調整 し まみ 
(m ぎ P] 1) 


DC-IN 
13.8V の 外部 電源 接続 端 
子 で す 。 車 に て シガー ライ 
ター 部 より 電源 を と る 場合 
は 、 当 社 オ ブ プション の アク テ 
ィ ブ フィ ルター 付 シ ガー ラ 
イタ ー ケ ー ブ ル (EDC-96) 
を 必ず 使用 し て 下さ い 。 


と 4 
参 後 面部 
電池 ケー スロ ッ ク 
乾電池 ケー ス を 外す と 
き は この レバ ー を 右 へ 
スラ イド させ て 下さ い 。 
乾電池 ケー ス 
単 3 型 乾電池 4 本 を 収納 
する ケー ス で す 。 
(mwP3) 


ベル トク リッ プ 取 付 穴 
付属 の ベル トク リッ プ 
を 取付 け ま す 。 (WSP ら ) 


ュ ー を 押し な が ら 直 源 ON 時 の 機能 注意 
@ キ ー ボ ー ド yt キー を 押し な が ら 漂 ON 時 の 機能 注意 | 
チャ ン ネ ルス コー ブ 模 擬 動 作 モ ー ド (P29) キー を 聞 し な が ら 電 源 


ON する 時 は 、 電 源 ス イ 
H メモ リー テ ャ ン ネ ル 数 の 切換 え (Pe3) ッ チ と 各 キ ー は ディ ス 
| 


主治 で 押し た 時 の 和 能 F キ ー を 押し な が ら の 機能 


ディ スプ レイ ラン プ QN/ ロ FF (P43) | ラン プ 韻 灯 (P43) 


80ch/ 100oh ーー 

ea プレ イ が 表示 する まで 
DTMF 送 出 ま で の WAIT 時 了 間切 拉 え (P53) 押し 続け て 下さ い 。 
450ms/750ms 


BELL BEEP 


ベル 識 能 ON/DFF (P43) | ビー ブ 音 ON/OFF (P48) 


ENT_ STEP | PTT2 キ ー 麗 定 切換 え 
LOW パ ワー ン サ ブ バ ンド 送 ? 


CALL モ ー ド 呼出 し 


(P24) 


メモ リー モー ド 呼 局 し (P20) 思 思 
メモ リー 登録 ノ 運 還 モ ー ド 切換 え | プ モ リー ライ ト - ク リア (Pa1) 


Ps1 DIAL | プロ グラ ム ス キ ャ ン 1 (P26) 
開始 と 終了 


プロ グラ ム ス キ ャ ン ら 
肝 解 と 終了 


| プロ グラ ム ス キ ャ ン 3 


部 始 と 終了 


SCAN TS | VFO モ ー ド ー バ ンド スキ ャ ン  (P ら 6) 


メモ リー モー ド - メ モリ ー ス キャ ン (P27) 


HF ア ッ テ ネ ー タ ON/OFF  (P44) 


e 税 キ ー を 単独 で 押下 し た と き の 機 能 を 表す 文字 は キー の 左上 に 白色 で 、F キ ー 
を 澤 し な が ら の 幾 能 は キー の 右上 に 緑 名 で 示さ れ て いま す 。 
」 e 周波 至 ダ イレ クト 入力 中 、DSQ コ ー ド 設定 中 、 オ ー ト ダイ ヤラ ー コー ド 設 定 中 
は 0-9、A 一 D、※ 、 二 と し て 入力 され ます 。 
| 


ダイ ヤル コー ド の 登録 


es で つ 、 で つ キー を 使っ て 、 周 波数 や その 他 の 設定 を UP/DOWN す る 時 、 キ ー を 
0.5 秒 以上 天 す と 、 設 定 が 連続 し て 変化 し ます 。 


(P26) 


メモ リー スキ ッ プ (P28) 


タイ マー ビジ ー ス キャ ン の 切換 え 
(P25) 


DSQ モ ー ド コー ド 設 定 (P49) 


キー 探 作 に つい て の 約束 


| 画 各 操作 は 以下 の も の を 除い て 、 メ イン バン ド (上 表示 側 ) に 対し て 行わ れ ま す 。 


フル デュ ブレ ックス 運用 (P40) | トー ン ・ トー ン 周 波数 の 設定 (P48) 


シフ ト ・ ス プリ ッ ト 設 定 (P41) e ディ スプ レイ ラン プ ON/OFF (P43) s アッテネータ (P44) 

* フル デュ プレ ックス 運用 (P40) e ゃ ビープ 音 UN/OFF (P48) 

プラ イオ リティ 開始 と 終了 (P37) | オー トバ ワー オフ 設定 ” (P45) | - * ダイ ヤル コー ド 登 録 (PB4) オー トバ パワ ー オ フ  (P45) 

| es キー ロッ ク (P45) e バッ テリ ー セ ー ブ (P46) 

周波 数 、 メ モリ ーNQ の DOWN  (P14) ・ * メモ リー チャ ン ネ ル 数 切換 (P23) eDTMF WAIT 時 間 (P53) 
メモ リーNo の DOWN P ど yi 

(PeO) ( RA PTT2 キ ー 設 定 切換 (P18) 。 * サ ブフ バ ンド ミュ ー ト (P46) 


キー ロッ ク (P45) 


(P3S) 


リバ ー ス 


ム 。 | 同 波数 メモ リーNa の UP 、 .(P14) 

@ う (PO) 
周波 数 ダイ レク ト 入力 モー ド へ 
(P15) 


還 各 設定 操作 は 以下 の キー で 完了 し ます 。 

PTT、PTT2、 て う 、 て で つ 、 @ つ キー ' 
< ぐつ 、 < キー は メイ ン パ ンド 側 の キー を 押す と 、 そ の まま 設定 完了 し 、 サ ブ 
バン ド 側 の キー を 押す と 、 設 定 完了 と と も に 、 メ イン 切換 え を 行い ます 。 


メモ リーNn の UP 


チャ ン ネ ルス テッ プ 設 定 _(P44) 


@ デ ィ ス プレ イ 部 


表示 は L バ ンド 、H バ ンド に 共 
通し た も の と 、 そ れ ぞ れ 独 立 し 
た も の が あり ます 。 下記 の は 
両 バ ンド に 共 析 の も の を 表し ま 


メイ ン バ ン ド を 表し ます 。 (P15) 


オー ト ダ イヤ ラー 送信 が 可能 な 時 
に 点灯 し ます 。 (PS54! 
キー ロッ ク 、 又 は 周波 数 ロッ ク 中 
に 吉林 し ます (P45) 


mu 
の 所 ロ 


賠 マ ュ 


メモ リー モー ド 時 点灯 し ます 。 登録 、 運 用 
モー ド で 表示 が 異な り ま す 。 (P2G) 


VFO モ ー ド 時 は VFO-A か B を メモ 
リー モー ド 時 は 、 メ モリ ーNo を 家 
示し ます 。(P13) また 、 音 量 や 
スケ ル チ の レベ ル 等 も 一 時 的 に 表 
示し ます 。〈P10.11) 


電池 残 畳 が 少な い 時 、 点 灯 し ます 。 
電池 交 瑛 し て 下さ い 。 (P3) 


音量 調整 操作 中 、 点 灯 し ます 。 
(P10: 


オー トバ パワ ー オ フ 機 能 が ON の 時 、 
点灯 し ます 。 (P45) 


スケ ル チ 調 整 操 作 中 、 点 灯 し ます 。 
(P11) 


HF ア ッ テ ネ ー タ が ON の 時 、 点 灯 
し ます 。 (F43) | 


バッ テリ ー セ ー ブ 機 能 が ON の 時 、 


点灯 し ます 。 (P46) 


フル デュ プレ ックス 運用 設定 時 、 
点灯 し ます 。 (P40) 


送信 出力 の 状態 を 3 段階 で 表し 
ます 。 


シフ ト 、 ス プリ ッ ト の 設定 状態 を 
表し ます (P41) 


トー ン 、 ト ー ン スケ ル チ の 設定 状 
角 を 表し ます 。 (P48) 


プラ イオ リティ 動作 中 に 点灯 し 
ます 。 (P37) 


メイ ン バ ン ド 側 の DSQ 設 定 モー 


回 SR】 ド を 表示 し ます 。 (P48) 


ベル 機能 ON 時 に 点灯 、 呼 出し が 
ある と 点滅 し ます 。 (P43) 


タイ マー メキ ャ ン 設 定時 、 京 打 し ます 。 消 
才 時 は ビジ ー ス キャ ン で す 。 (P25) 


F キ ー を 押し て いる 間 、 点 灯 し ます 。 


ツイ ン 運 用 時 は 左 5 列 を L バ ンド 
の S メ ー タ 、RF メ ー タ 、 チ ャ ン ネ 
ルス コー プ の 受信 レベ ル の 表示 、 
右 5 列 は H バ ンド の 表示 に な り ま 
す 。 モ ノバ ンド 時 の チャン ネル ス 
コー プ ブ は 1 1 列表 示し ます 。 


3. 基本 操作 


9-1. 電源 の 入れ 方 、 音 量 


電源 を 入れ る 


L バ ンド 


音量 調整 中 


音量 レベ ル 


UP 


DOWN 


だ 


も う 一 度 P0WER ス イッ チ を 少し 長く 押す と 


・ ス ケル チ の 調整 


POWER ス イッ チ を 約 ど 秒 雷 す 。 
電源 が 入り 、 デ ィ ス プレ イ に 表示 が 出 ま す 。 


(1) メイ ン バ ン ド の 音量 調整 
VOLUME4 プ マ キー を 押す 。 
キー を 押す と 、 財 が 点灯 し て いる 側 の 音量 レベ 
ル (0 一 20) と VOL が ディ スプ レイ に 表示 さ 
、 音 量 調整 を 行い ます 。 
人 ム (上 ) を 押す と 音 暑 は 大 きく な り 、 や ( 下 ) 
を 押す と 音量 は 小さ く な り ま す 。 


(2) サブ バン ド の 音量 調整 
F キ ー を 押し な が ら VOLUMEA ノ マキ ー を 押す 。 
キー を 押す と 、 骨 が 消灯 し て いる 側 の 音量 レベ 
ル (0O-20) と VOL が ディ スプ ブ レイ に 表示 され 、 
音量 調整 を 行い ます 。 ま た 、 メ イン バン ド で 送 
信 中 は 、F キ ー を 押さ な く て も VOLUME4 ン 
マキ ー の み で 設定 で きま す 。 


(1)、( ら ) いずれ も ら 秒 間 操 作 が な いと 、 音 量 レ ベ 


ル と VOL 表 示 は 消灯 し 、 元 の 表示 に 戻り ます 。 工場 
出 茜 時 は レベ ル 5 に 設定 され て いま す 。 
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スケ ル チ を 調整 する ' 3- ど . メイ ン バ ン ド の 設 


(1) メイ ン バ ン ド の スケ ル チ 調 整 ' 本 機 は トバ ンド の 周波 数 と H バ ンド の 周波 数 を 両方 同時 に 受信 する こと が で きま 
SQUELCHA プ マキ ー を 押す 。 す が 、 送 信 や 各 キー 操作 を 行う こと が で きる の は 、 岬 が 点灯 し て いる メイ ン バ 
キー を 押す と 、 財 が 点灯 し て いる 側 の スケ ル チ ンド に 限ら れ ま す 。 メ イン バン ド に 対し て 、 軒 が 消灯 し て いる 側 を サブ バン ド 
レベ ル (0-10) と SQL が ディ スプ レイ に 表示 と いい ます 。 ま た 、L バ ンド 、R バ ンド の うち 1 バン ド し か が 運用 し な い 時 は 、 片 
され 、 ス ケル チ 調 整 を 行い ます 。 | 方 を 消す こと が で きま す 。 | 
マ ( 下 ) を 押す と スケ ル チ が 開き 、 ザ ーッ と い 
う 雑音 が 間 こ えま す 。 ゆ っ くり と 條 (上 ) を 押 フリ ンド テ 
し て 雑音 が 聞こ えな く な る レベ ル に 合わ せ て 下 2 人 9902 る 
き M。 サブ バン ド ( 骨 消 灯 ) の バン ドキ ー を 押す 。 


メイ ン バ ン ド と サブ バン ド が 入 換 わり ます 。 

(2) サブ バン ド の スケ ル チ 調 整 ミニ 

F キ ー を 押し な が ら SQUELCHA プ マヤ キー を 押す 。 
キー を 押す と 、 骨 が 消灯 し て いる 側 の スケ ル チ 
レベ ル (0 一 10) と SQL が ディ スプ レイ に 表示 
され 、 ス ヌメ ケル チ 調 整 を 行い ます 。 ま た 、 メ イン 
バン ド で 送信 中 は 、F キ ー を 押さ な く て も 
SQUELCHA プ マキ ー の み で 設定 で きま す 。 


L バ ンド が メイ ン バ ン ド R バ ンド が メイ ン バ ン ド 


(1)、( ど ) いずれ も ど 秒 間 可 作 が な いと 、 ス ケル チ モノ バン ド に する (片方 の バン ド の み 運 用 する ) 

スケ ル チ レ ベル レベ ル と ら SQL 表示 は 消灯 し 、 元 の 表示 に 戻り ます 。 
工場 出荷 時 は レベ ル 3 に 設定 され て いま す 。 F キ ー を 押し な が ら ()"? キ ー を 押す 。 

サブ バン ド 側 の 表示 が 消え 、 メ イン バン ド の み の 運 

用 に な り ま す 。 


も う 一 度 操作 する と 解除 され ます 。 
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3-3. 3 つの 動作 モー ド 「 
本 機 に は 、VFO ・ メモ リー・CALL の 9 つの 動作 モー ド が あり ます 。 各 モ ー ド は 
周波 数 表示 部 の 下部 に 表示 され て いま す 。 


(1 MEO セ モー ド 
工場 出荷 時 に 最初 に 起源 を 入れ た 時 、 和 表示 され る 
の が VFO モ ー ド で す 。 簡単 に 周波 数 や その 他 の 設 
定 を 変更 する こと が で きま す 。VFO に は A、B ご つ 
の チャ ン ネ ル が あり 、A ま た は b ら が 表示 され て い 
まず 。 VFD モ ー ド で メイ シバ ンド の バジ シド キー を 
迎 す と 、VFO-A と B が 切換 り ま す 。 


(6) メモ リー モー ド 
あら か じ め 記 憶 し て お いた 周波 数 を 呼出 し て 運用 
する モー ド で 、M と メモ リーNQ が 表示 され ます 。 
メモ リー モー ド に は 登録 モー ド と 運用 モー ド が あ 
り ま す 。( 呈 P19) 


(3) CALL モ ー ド 
CALL チ ャ ン ネ ル で の 待ち 受け や 、 呼 出し を 行う 
時 に 使い ます 。CALL チ ャ ン ネ ル は L バ ンド 、R 仏 
ンド で それ ぞ れ 1 チャンネル ずつ あり ます 。 
(BYP ら 4) 


e 左 図 中 の L、 ロ キー 
は メイ ン バ ン ド 仙 


VF0 モ ー ド 


VFD-Al キ ーー* [VFO-B の バン ドキ ー を 指 
L、R CALL し ます 

MR * 
L、 日 CALL | 、 昌 eCALL モ ー ド で 
MR CALL キ ー を 押す 
2 玉生 (EE と 、CALL モ ー ド に 
二 ーーーー* CALL モ ー ド な る 前 の モー ド に 


3-4. VFU モ ー ド で の 周波 数 設 
VFO モ ー ド で は 、 ダ イヤ ル 、 ぐ つう キー、 ぐつ キー、 キ ー ボ ー ド 等 を 使っ て 周波 数 
を 簡 堂 に 設定 で きま す 。 


VFO 周 波数 を 設定 する 
1 周波 数 を 合わ せる バン ド を メイ ン バ ン ド に する ( 叶 P18) 


ら VFO-A 又 は B チ ャ ン ネ ル を 選 点 
MM oses89 メイ ン バ ン ド の バン ドキ ー を 押す 。 


CC 他 の モー ド で 押す と 、VFO0 モ ー ド に な り 、VFO モ ー 
! ンー 
MI 誕 削 


ド で 押す と 、VFO-A と B が 切換 むり ます 。 
3 | チャ ン ネ ルス テッ プ 単 位 で UP/DOWN す る 
UP ① ダ イヤ ル を 回 す 。 
時 計 方 向 ( 右 ) に 1 クリ ッ ク 回 す と 、1 チ ャ ン ネ ル 
ステ ッ プ UP し 、 反 時 計 方 向 ( 左 ) に 回 す と 
DOWN し ます 。 


② ぐ つ 、 ぐ つ キー を 押す 。 
ぐう キー は 1 チャ ン ネ ルス テッ プ UP、@ ぐ つ キー は 
DOWN し ます 。< つ 、 ぐつ キー は 0.5 秒 以上 押し 
続け る と 連続 し て 変化 し ます 。 


アー ブサ チャ ン ネ ルス テッ プ の 初期 値 は 20kHz で す が 変 更 が 
、 可能 で す 。( 叶 42) 


4 1MHz 単 位 で UP/DOWN す る 。 


F キ ー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 回 す 。 
時 計 方 向 ( 右 ) に 1 クリ ッ ク 回 す と 、1MHz UP 
し 、 反 時 計 方 向 ( 諾 ) に 回 す と 、DOWN し ます 。 
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5 キー ボー ド で 入力 する 
①@ つ キー を 押す 。 
周波 数 表示 部 に 一 一 ーーー が 表示 され 、 周 波数 入 


旋 待 ち 5 に な り ま す 。 


②④ キ ー ボ ー ド を 使っ て 周波 数 を 入力 する 
100MHz 台 より 順に 入力 し ます 。 最後 の 桁 の 入力 
方 法 は チャ ン ネ ルス テッ プ 値 に よっ て 異な り ま す 。 
( 下 表 参 照 ) また 、 入 力 中 に を うふ キー を 押す と 、1 
桁 前 の 入力 に 戻る こと が で きま す 。 


周波 数 節 選 


| 
| 144.000 一 1 45.9d5MHz 


430.000 一 439.98d5MHz 


⑧ 入 力 輝 中 の 終了 の し か た 
es 1MHz 台 まで 入力 し た 後 、@ つ キー を 押す と 、 残 
り の 桁 を 0 "に し て 終了 し ます 。 

s PTT キ ー か バン ドキ ー を 畠 す と 、 入 力 途中 の 周波 
数 を キャ ン セ ル し て 、 元 の 周波 数 に 戻り ます 。 


チャ ン ネ ルス テッ プ 別 入力 方 法 


チャ ン ネ ルス テッ プ に よっ て . 1kHz 台 まで 入力 が 必要 な も の と 、10kHz 台 で 入 
カ が 確定 する も の が あり ます 。 

最後 の 桁 の 入力 方 法 
1 OkHz 台 を 入力 する と 、 1 kHz 台 が 決ま り ます 。 
12.5kHz 000 ぐう っ ie5 ぐつ es59 ぐつ 375 @G 肘 
ぐつ 500 625 ぐつ 750 875 無効 
10kHz 台 を 入力 する と 、1kHz 台 が 決ま り ます 。 


チャ ン ネ ルス テッ プ | 入力 完了 宇 


で SKHz @ つ 000 ぐつ 250 ぐつ so0 ぐつ 750 その 人 は 無 
SE 10kHz 台 を 入力 する と 、1 kHz 台 が 決ま り ま す 。- 

ぐう 000 ぐう 500 その は 舞 交 
1kHz 台 で ぐつ づつ を 入力 する と 、 5kHz に な り 、 そ れ 以 外 の 
その 他 キー は 0 に な り ま す 。 


き -5. 受信 の し か た 
] 音量 を 調整 する (gsP10) 


ど スケ ル チ を 調整 する (mwP1 1 ) 


3 周波 数 を 設定 する ( 叶 P14) 


メイ ン バ ン ド の 周波 数 を 設定 し ます 。 サ ブ バ ンド の 
周波 敷 は メイ ン を 移動 し て 設定 し て 下さ い 。 


AN 号 互 に 京 打 本 機 は メイ ン バ ン ド サブ バン ド の 同時 受信 が 可能 
で す 。 受 信 し た 側 の BUSY/ON AIH ラ ンプ が 緑色 に 
点灯 し 、 受 信 音 が 聞こ えま す 。 ま た 、 受 信 し た 信号 
の 強 さ に 応じ て 、S メ ー タ が 5 段階 に 表示 され ます 。 


S メ ー タ レベ ル 


后 弱い 信号 を 受信 する に は 


受信 し た 信号 が 傍 切 れ た り 、 弱 い 場 合 は MONI キ ー 
を 聞 す と 、 キ ー が 押さ れ て いる 間 、 ス ケル チ が 開き 、 
聞き や すく な り ま す 。 

MONI キ ー は 通常 は メイ ン バ ン ド に 対し て 有効 で す 
が 、 上 バン ド が VHF、 則 バン ド が UHF の 周波 数 の 組 
み 合 わせ の 場合 に 限り 、 送 信 中 に 雷 す と 、 サ ブ バ ン 
ド に 対し て 働き ます 。 
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3-G6. 送信 の し か た 
メイ ン バ ン ド で 送信 する 
] 送信 バン ド を メイ ン バ ン ド に する (meP10) 


ら 周波 数 を 設定 する ( 叶 P14) 


3 送信 出力 を 設定 する 


F キ ー を 水 し な が ら ぐ う キ ー を 押す 。 
| ンー デー つ キ ー 
っ の 5 る キー を 押す ご と に 設定 が か わり ます 。 出力 レベ ル 
| 大 反 絆 に より 、 送 信 中 の 出力 メー タ の 表示 が 異な り ま す 。 
近 
⑬ グ ノ PO 
民 勿 
て つっ 
て こう 
| こっ c つ メー タ 表 示 
M 点 困 (Mid パ ワー) === 


! 

し 点灯 (LOW パ ワー) 
! 

点灯 (High パ ワー) = き == ョ 


山 


バ パワー 表示 


4 送信 する 
PTT キ ー を 押す 。 

0 ト <* 打 "メイン バン ド 側 の BUSY/ON AIH ラ ンプ が 赤く 点 
デー 条 し た ら 、 マ イク に 向かっ て 話し ます 。 送 信 中 は 
出力 設定 に 応じ て 、 メ ー タ 表示 が 点灯 し ます 。 

PTT キ ー を 離す と 、 受 信 に 戻り ます 。 
BUSY/ON AIRH ラ ンプ は 信号 を 受信 し て いな い 時 
は 消灯 し 、 信 号 を 受信 し て いる 時 は 、 緑 色 に 点 穫 
し ます 。 3 
送信 する 前 に 、 ま ず 受 信 し て 、 他 の 局 の 通信 に 妨 宮 
を 与え な いこ と を 確認 し て 下さ い 。 


ロホ ン 


LOW パ ワー で 送信 する 

PTT ら キー を 押す 。 

キー を 押し て いる 間 は 、 メ イン バン ド 側 で 設定 し 
た 送信 出力 に か か わら ず 、LOW パ ワー で 送信 し ま 
す 。 送信 中 は L が 点灯 し ます 。 近 距離 の 交信 に お 使 
い 下 さい 。 


サブ バン ド で 送信 する 
通常 、 送 信 は メイ ン バ ン ド に 限定 され て いま す が 、 次 の 操作 に よっ て サブ バン ド 
側 で 送信 する こと が 可能 で す 。 
1 PTT ら キー を サブ バン ド 送 信 キ ー に 割付 ける 。 
① る つっ キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る 。 
メイ ン バ ン ド 側 に 現在 の PTT ら キー の 機能 が 表示 


され ます 。 
ダイ ヤル を 回 すか 、 ぐ どう 、@ つ キー で サブ バン ド 
SE 送信 能 に 切換 える 。 = 
思 PTT、 る ぐつ キー か 、 メ イン バン ド の バン ドキ ー を 
押す 。 
周波 数 表示 に 戻り ます 。 設定 は メイ ン 、 サ ブ に 共 
2 通 で す 。 ' 
2 同様 の 作 で LOW バ ワー 送信 に 設定 を 戻す こと が で 
きま す 。 
PTT ら キー を 押す 。 


キー を 押し て いる 間 、 サ ブ バ ンド 側 で 送信 し ます 。 
送信 出力 は サブ バン ド の 設定 に な り ま す 。PTT キ ー 
は 従来 どおり 、 メ イン バン ド の 送信 に な り ま す の で 
使い 分 け て 下さ い 。 


モノ バン ド 時 は サブ バン ド 送 信 は で きま せん 。 
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4. メモ リー チャ ン ネ ル と CALL チ ャ ン ネ ル 


4-1. メモ リー チャ ン ネ ル 

本 機 は し バン ド と H バ ンド それ ぞ れ で 独立 し た 専用 の メモ リー チャ ン ネ ル を 8BOch 
(最大 で 1 00ch)、CALL チ ャ ン ネ ル 、 ブ ログ ラム スキ ャ ン 用 チャ ン ネ ル Gch (3 
組 ) を 備え て いま す 。 よく 合う 周波 数 や 運用 設定 を メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 し 
て お く と 、 簡単 に 呼出 すこ と が で きま す 。 


メモ リー の 種類 と 工場 出荷 時 の 内 容 


適 常 の メモ リー テ ャ ン ネ ル | 1<80(00-88) 1-80(00-99) 
ー ル テ ャ ン ネ ル 。 |  C |!45oooMlz 5 433.000MHz 


プロ グラ ム ス キ ャ ン エ ッ ジ 1 中 市 抽 145.000MHz 433.000MHz 
2L、 ど 日 14S.000MHz 


L、2H 433.000MHz 


]45000MHz 3L、3H |433.000MHz 


メモ リー チャ ン ネ ル 数 は 8BOch か ら 100ch に 坦 す こと が 可能 で す 。 (WP ど 9) 


メモ リー に 登録 で きる 情報 


ブロ グラ ム ス キ ャ ン エ ッ ジ 2 
プロ グラ ム ス キ ャ ン エ ッ ジ 3 


① 受 信 周 波数 ④ チ ャ ン ネ ルス テッ プ ⑦DSQ モ ー ド 
シフ ト 方 向 、 又 は スプ リッ ト ⑤ ト ー ン 設定 DSQ コ ー ド No 
③ シ フト 幅 又 は 送信 周波 数 ⑥ ト ー ン 周波 数 


メモ リー チャ ン ネ ル を 運用 する の は メモ リー モー ド で す が 、 本 機 に は 登録 モー ド 
と 運用 モー ド の ら つ の モー ド が あり ます 。 


運用 モー ド ( 晃 表 示 ) . 


登録 され た メモ リー の み を 表示 する 
モー ド で す 。 通 常 の 運用 の 際 に お 使 
い 下 さい 。 こ ご の モー ド で は メモ リー 
登録 や 消去 は で きま せん 。 


登録 モー ド (M 表 示 ) 


登録 メモ リー (M 点 灯 )、 空き を メモ リ 
ー (M 点 滅 、VFO デ ー タ 表示 ) の 全 
て を 表示 する モー ド で す 。 メ モリ ー 
の 登録 や 消去 な どの 操作 が 可能 で す 。 


メモ リー チャ ン ネ ル の 呼出 し か た 
のり ーー モー する 
陣 の し 記 


MR_MW 


VFO 又 は CALL モ ー ド で ぐふ キー を 押す 。 

MM と メモ リーNa が 表示 され ます 。 

工場 出荷 の 初期 状態 で 、 メ モリ ー モ ー ド を 呼出 す 
と 、 メ モリ ー 登 録 モ ー ド の M 1 が 表示 され ます 。 
この メモ リー に は デー タ が 登録 され て いな い の で 
M が 点滅 し 、 周 波数 や その 他 は VFO の 設定 値 が 表 
示さ れ ま す 。 


選 登録 モー ド 、 運 用 モー ド を 選択 する 
運用 モー ド "メモ リー モー ド で を うう キー を 押す 。 


Ma 4|< っ | 皿 』 キー を 押す 毎 に 、 登 録 、 運 用 モー ド が 切換 わり ま 


す 。 但 し 、 登 録 モ ー ド で 、 空 き メ モリ ー (M 点 減 、 
MS 灯 ほ 陣 は 常時 点灯 _ VFO デ ー タ 表示 ) や 、 メ モリ ーC、]Lー3 昌 を 表 
MM 点滅 は 示し て いる 時 は 、 運 用 モー ド へ 切換 える こと は で 
空 寺 メモ リー きま せん ,。 


3 メモ リー チャ ン ネ ル Na を 選択 する 


登録 モー ド で は 條 メモ リー が 、 運 用 モー ド で は M 1 一 80 (M1 99 一 QO) の 登 
録 済 メ モリ ー が 切換 わり ます 。 


(1) 1 チャ ン ネ ル UP/DOWN 

ダイ ヤル を 右 へ 1 クリッ ク 回 すか 、 ぐ う キ ー を 提 
す と 1 チャンネル UP し 、 ダ イヤ ル を 左 へ 1 クリ ッ 
ク 回 すか 、 ぐ つ キー を 押す と DOWN し ます 。 


M1 一 M2 ら …M80(C…M99-ーMOO) --C 
に ロー3Lー ロ ロー8Lー1Hー]1L 叶 時 


(2) 10 チ ャ ン ネ ル UP/DOWN 
F キ ー を 押し な が ら ダ イヤ ル 、@ ぐ うっ 、 ぐ つ キー を 
操作 する と 、10 チ ャ ン ネ ル UP/DOWN し ます 。 
C、1Lー3H は 表示 され ませ ん 。 
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メモ リー チャ ン ネ ル に デー タ を 登録 する (VFO モ ー ド ) 
] メモ リー モー ド で 登録 モー ド を 選択 する (WP20) 


が PB 
っ VFO モ ー ド に し て 周波 数 、 そ の 他 の 設定 を 行う (WP14) 


3 登録 し た い メ モリ ーNo を 選択 する 

F キ ー を 押し な が ら ぐう 、 ぐつ キー を 押す 。 
F キ ー を 押し て いる 間 、 が 点灯 し 、M と メ 
モリ ーNa が 表示 され ます 。 こ の まま を つ 、 ぐつ キ 
ー 友 押す と 、 登 録 す る メモ リーNo が 選択 で きま す 。 


M 点 灯 は 登録 済 の メモ リー を 、M 点 減 は 空き メモ リ 
ー を 表し て いま す 。 


M 点 灯 チャ ン ネ ル を 選ん で メモ リー 登録 する と 、 デ 
ー タ が 上 書き され る の で 、 前 の デー タ は 消え て し ま 
いま す 。 


4 メモ リー に 登録 する 

F キ ー を 地 し な が ら ぐ うつ キー を 押す 。 
VFO デ ー タ が 選択 し た メモ リー チャ ン ネ ル に 登録 
され まし た 。F キ ー を 離す と 、M と メモ リーNo の 表 
示 は 元 の VFO-AB の 表示 に 戻り ます 。 : 


MW 
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メモ リー チャ ン ネ ル に デー タ を 登録 する (メモ リー モー ド ) 


1 VF0 モ ー ド で 周波 数 、 そ の 他 の 設定 を 行う ( 員 P14) 


ら メモ リー 登録 モー ド に する ( 叶 P20) 


3 登録 し た い メ モリ ーNo (IM 点滅 ) を 選択 する 

ダイ ヤル 、 又 は で うぅ 、 で つ キー に より 、 メ モリ ーNa 
を 切換 えて 、 登 録 先 の メモ リー を 選 沢 し ます 。 (必ず 
MM 点滅 メモ リー を 選ん で 下さ い 。) 


4 メモ リー に 登録 する 


F キ ー を 押し な が ら ぐ う キ ー を 押す 。 
デー タ が 登録 され 、M が 点灯 に 変り ます 。 


メモ リー デー タ を 消去 する 
1 メモ リー 登録 モー ド に する ( 叶 P20) 


ら 消去 し た い メ モリ ーNe (M 点 灯 )) を 選択 する 
誌 地 き モリ ーC と 1L 一 3H は 消去 で きま せん 。 


[に 三 
しい 1 


3 メモ リー デー 夕 を 消去 する 

F キ ー を 押し な が ら で ぐう キー を 押す 。 
周波 数 等 の 表示 は その まま で M が 点滅 し ます 。 も 
う 一 度 、F キ ー を 押し な が ら ぐ うつ キー を 押す と 、 デ 
ー タ が 再 登録 され 、M が 点灯 に 戻り ます 。 但 し 、 
メモ リー を 消去 し た 後 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 変 
えた り 、 他 の モー ド に 移っ た りす る と 、 消 し た デ 
ー タ の 再 登録 は で きま せん 。 
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メモ リー デー タ を VFO に 移す (メモ リー シフ ト ) 


メモ リー モー ド で F キ ー を 押し な が ら ぐ つう キー を 埋 す 。 
メモ リー チャ ン ネ ル の 設定 内 容 が 、 選 択 中 の VFO- 
AB の いずれ か に コピ ー さ れ 、VFO モ ー ド に な り 
ます 。 


「 
スプ リッ ト (WP41) が 設定 され た メモ リー は メモ 
リー シフ ト で きま せん 。 


MV 


メモ リー チャ ン ネ ル 数 を 選択 する 


工場 出荷 時 の メモ リー チャ ン ネ ル は L、R 両 バン ド で 8Och ず つ で す が 、 こ れ を 
100ch に 変更 で きま す 。 伝 し 、100ch に する と 、 オー ト ダ イヤ ラー メモ リー 
(WswyP54) が 20ch か が から 1ch に 減り ます 。 


① ぐつ キー を 押し な が ら 内 源 を 入れ る 
メイ ン バ ン ド 側 に 現在 の メモ リー チャ ン ネ ル 数 が 
表示 され ます 。 設定 は メイ ン 、 サ ブ に 共通 で す 。 
③④ ダイ ヤル を 回 すか 、 、 で ぐつ キー で チャ ン ネ ル 
数 を 切換 える 。 


次 の よう な 場合 は チャ ン ネ ル 数 の 切換 え が で きま せ 
ん 。 

s 現在 80ch で 、 オ ー ト ダイ ヤラ ー メ モリ ーchg ら 以 
降 に コー ド を 登録 し て いる 場合 

@ 現在 100Ch で 、 メ モリ ーch81 以降 に デー タ を 登 
録 し て いる 場合 


80ch 


③PTT、 で っ キー か メイ ン バ ン ド の バン ドキ ー を 押 
す 。 
※100ch は 、 メ モリ ー モ 周波 数 表示 に 戻り ます 。 
ー ド で メモ リー チャ ン ネ 
ル Na が 表示 され る 時 に は 
- OO に な り ま す 。 


4-2. CALL チ ャ ン ネ ル 


呼出 し 周波 数 (CALL チ ャ ン ネ ル ) を 運用 する モー ド で す 。L・H バ ンド それ ぞ れ 
に 1 つ ず つの CALL チ ャ ン ネ ル を 持ち 、 メ モリ ーC に 記憶 され て いま す 。 ま た 、 通 
常 の メモ リー チャ ン ネ ル と し て も 使用 で き 、 よ く 使 う 周 波数 を 登録 し て お く と 、 
簡単 な 操作 で 呼出 せま す 。 


CALL チ ャ ン ネ ル の 呼出 し か た 
| っ 富 つ っ キー を 押す 。 


@ 尼 作用 CAL C が 表示 され 、CALL モ ー ド に な り ま す 。 
「 ク M は 表示 され ませ ん 。 


工場 出荷 時 の 初 甚 状態 
L バ ンド 145.000MHz 
R バ ンド 433.000MHz 


CALL 周 波数 を 変更 する 

1 メモ リー モー ド で 登録 モー ド を 選択 する ( 叶 P20) 

ら VFO モ ー ド に し て 周波 数 、 そ の 他 の 設定 を 行う (wwP14) 

3 メモ リーC を 選択 する ( 叶 P ら 1) 
F キ ー を 押し な が ら ぐ う 、 ぐつ キー を 押し て メモ リー 
C を 選択 する 。 

4 メモ リー に 登録 する ( 叶 P ら 1) 

ー』 oe F キ ー を 押し な が ら ぐ う キ ー を 押す 。 


人 CALL チ ャ ン ネ ル の 内 容 が 新しく 登録 され まし た 。 
| と っ キー を 押す と 、 確 認 で きま す 。 
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5. 各 和 機能 の 使い か た 


5-1. ス キャ ン 
スキ ャ ン と は 、 周 波数 や メモ リーch を 自動 的 に 変化 させ 、 信 号 の 出 て いる チャ ン 
ネル を 探す 機能 で す 。 ス キャ ン に は 次 の 3 種類 が あり ます 。 


種 類 

バン ドス キャ ン VFO モ ー ド で バン ド 索 の 全 範 囲 を スキ ャ ン し ます 。 

プロ グラ ム ス キ ャ ン | VFO モ ー ド で 指定 の エッ ジ メ モ リー 周波 数 の 範囲 内 を スキ ャ ン 
し ます 。L バ ンド 、R バ ンド で それ ぞ れ 3 組 の プロ グラ ムズ スキ ャ 
ン エ ッ ジ メモ リー を 指定 する こと が で きま す 。 

メモ リー スキ ャ ン 登録 メモ リー の 周波 数 を スキ ャ ン し ます 。 


スキ ャ ン 再 開 条件 を 設定 する 
信号 を 受信 する と 、 ス キャ ン は 一 時 停止 し ます が 、 次 に スキ ャ ン を 再開 する 条件 
を 選択 する こと が で きま す 。 ま た 、 再 開 条件 は 、 チ ャ ン ネ ルス コー プ 時 の セン タ 
ーch の 受信 に も 関係 し ます 。 
F キ ー を 押し な が ら @ づ キー を 押す 。 

操作 を する 毎 に 、 メ イン バン ド 側 の タイ マー スキ 
ャ ン と ビジ ー ス キャ ン が 切換 わり ます 。 


スキ ャ ン 一 時 停止 か ら 5 秒 経過 する か 、5 秒 以内 に 信 
号 が 一 瞬 で も 途切れ る と 、 ス キャ ン 再 開 し ます 。 エ 
場 出荷 時 は タイ マー スキ ャ ン に な っ て いま す 。 


ビジ ー ス キャ ン ( 証 ヨ 消 灯 ) 
信号 を 受信 し て いる 間 は スキ ャ ン が 一 時 停止 し た ま 
まで す 。 信 号 が 2 秒 以 上 途切れ る と スキ ャ ン 再 開 し 
ます 。 


0 に 1 


タイ マー スキ ャ ン 時 点灯 
ビジ ー ス キャ ン 時 消灯 
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バン ドス キャ ン 
1 バン ドス キャ ン 開 始 
介 了 押 拓 VFO モ ー ド で ぐつ キー を 押す 。 
| 0 68699 バン ドス キャ ン が 始ま り ま す 。 最後 に 操作 し た 方 
向 へ チャ ン ネ ルス テッ フ プ 単 位 で スキ ャ ン し ます 。 


スキ ャ ン 中 は デシ マル ポイ ント が 点 減 し 、 表 示 周 
波数 で 信号 を 受信 する と 、 ス キャ ン 再 開 条 件 に 従 
っ て 受信 し ます 。 周 波数 が バン ド の 上 限 (下限 ) 
に な る と 、 下 限 (上 限 ) に 移り ます 。 


らら バン ドス キャ ン 終 了 


PTT、 ぐ っ 、 ぐう 、 ぐつ 、 @ つ キー、 メ イン バン ド 
の バン ドキ ー の いずれ か が を 押す 。 
バン ドス キャ ン が 終了 し 、VFO モ ー ド に 戻り ます 。 


プロ グラ ム ス キ ャ ン 
1 スキ ャ ン エ ッ ジ 周 小数 を メモ リー に 登録 する 
① エ ッ ジ メモ リー]1 、 ら 、3 の うち いずれ か を 選択 する 。 
⑨ エ ッ ジ 下限 の 周波 数 を 1L (又は 2L、3L) に 登録 する 。 (pm 受 P ら 1 ) 
③ 同 様 に エッ ジ 上 限 の 周波 数 を 1H( 又 は 2H、3H) に 登録 する 。(* あ 21 ) 


* (1L、1H) (GL、 ら H) (3L、3H) の 組合 わせ を 間違え な いよ うに し て 下さ い 。 

* 上 限 、 下限 の 周波 数 は 必ず 同じ バン ド 帯 (VHF 帯 、UHF 帯 ) で 、L く H に な る よう 
に 登録 し て 下さ い 。 正 し く 登 録 さ れ て いな いと バン ドス キャ ン に な り ま す 。 

s エッ ジ メ モ リー に は 、 ト ー ン 、DSQ な どの 設定 を 登録 する こと が で きま す が 、 
スキ ャ ン に 影響 する の は 周波 数 の み で す 。 


| 
| 
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ら 8 プロ グラ ム ス キ ャ ン 開 始 . 
VFO モ ー ド で ぐう っ 、 ぐつ っ 、 の いずれ か の キー を 押す 。 
で つう: メモ リー 1 し と 1 日 の 間 
で つう : メモ リー 2L と 2 日 の 賠 
ゃ ぐつ : メモ リー 8L と 3H の 間 
お の を チャ ン ネ ルス テッ プ 単 位 で スキ ャ ン し ます 。 ス キャ 
」 ン 中 は VFO-A/B の 表示 位置 に P 1 、 Pe、 P3 の いずれ か 
0 が 点滅 し ます 。VFO の バン ド 帯 と プロ グラ ム ス キ ャ ン 
PSa の バン ド 帯 が 異な る と き は 、 プ ログ ラム スキ ャ ン の 人 バ 
PSS ンド 帯 に バン ド を 変更 し て スキ ャ ン し ます 。 表 示 や 動 
作 に つい て は バン ドス キャ ン と 同じ で す 。 


3 プロ グラ ム ス キ ャ ン 終 了 
PTT、 ぐっ 、 ぐっ 、 ぐう 、@ つ キー、 メ イン バン ド の バン ドキ ー の いずれ か 
を 押す 。 
ブロ グラ ム ス キ ャ ン が 終了 し 、VFO モ ー ド に 戻り ます 。 


メモ リー スキ ャ ン 
1 メモ リー スキ ャ ン 開 始 


ML 


メモ リー モー ド で @ つ キー を 押す 。 
メモ リー スキ ャ ン が 始ま り ま す 。 最後 に 操作 し た 
方 向 へ 、 登 録 メモ リー の み を スキ ャ ン し ます 。 


登録 モー ド で スキ ャ ン す る と 、 一 時 的 に 運用 モー ド に 
切換 わる た め 、 メ モリ ーC、1L て 3H は スキ ャ ン し ま 
せん 。 ま た 、 ス キャ ン 対 象 メ モリ ー が な い 場 合 は ス 
キャ ンス ター ト し ませ ん 。 


メモ リー スキ ャ ン 終 了 
PTT、 で つ キー、 メ イン バン ド の バン ドキ ー の いずれ か を 押す 。 
メモ リー スキ ャ ン が 終了 し 、 メ モリ ー モ ー ド に 戻り ます 。 
ウシ 


3 スキ ャ ン し な いい チャンネル を 設定 する (メモ リー スキ ッ プ ) 
メモ リー モー ド で F キ ー を 押し な が ら ぐう キー を 押 
す 。 

周波 数 デシ マル ポイ ント が 消灯 し 、 こ の メモ リー 
は メモ リー スキ ャ ン 及 び チ ャ ン ネ ルス コー プ の 対 
象 外 と な り ま す 。 


も う 一 度 同じ 操作 を する と 元 に 戻り ます 。 


チャ ン ネ ルス コー プ 、 ス キャ ン 中 は 操作 で きま せん 。 


スキ ャ ン 中 の 操作 と 注意 事項 


田 ダ イヤ ル 、 ぐ つっ 、 ぐ つ キー で スキ ャ ン 方 向 が 変わ ます 。 
信号 を 受信 し て 、 ス キャ ン 一 時 停止 中 の 場合 は 、 次 の チャ ン ネ ル に 移っ て スキ 
ャ ン 有 再開 し ます 。 


還 ス キャ ン 中 、 反 対 の バン ド で 送信 する と 、 ス キャ ン が 一 時 中 断 し ます 。 
送信 を 終了 する と 、 中 断 前 の 状態 か ら ス キャ ン が 再開 され ます 。 


田 で う キ ー を 押す と 、 ス キャ ン と プラ イオ リティ の 並行 動作 が 始ま り ます 。 
(mgP37) 


画 ( )" キー を 押す と 、 ス イー プス キャ ン が 始ま り ま す 。( 史 P34) 


田 こぶ ふ 、 こ ごう キー に より 、 メ イン バン ド が 切換 わり ます 。 
サブ バン ド 側 の バン ドキ ー を 担 す と 、 ス キャ ン を 動作 させ た まま 、 メ イン バン 
ド が 移動 する の で 、 ツ イン 運用 時 、 両 バン ド で 同時 スキ ャ ン が 行え ます 。 


一 トー ンス ケル チ - DSG 設 定時 の スキ ャ ン 動 作 に つい て 
* トー ンス ケル チ が 設定 され て いる 時 は 、 信 号 を 受信 する と 、 ス キャ ン を 一 時 
停止 し 、 ト ー ン が 一 致す る と 、 受 信 音 が 聞こ えま す 。 
* DSQ が 設定 され て いる 時 は 、 ス キャ ン 中 は DSQ は 一 時 的 に 角 除 され 、 信号 
を 受信 する と 、 コ ー ド が 一 致し な く て も 一 時 停止 し 、 受 信 音 が 聞こ えま す 。 
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5- ら . チャ ン ネ ルス コー プ 
チャ ン ネ ルス コー プ と は 、 表示 中 の 周波 数 を 受信 し な が ら 、 そ の 周辺 の チャ ン ネ 
ル の 受信 状況 を レベ ル 表 示す る 機能 で す 。 チャ ン ネ ルス コー プ 中 は 、 複 数 の チャ 
ン ネ ル の 使用 状況 が 一 目 で キャ ッ チ で きま す 。 


チャ ン ネ ル 

ーー 

通常 時 スコ ー プ 時 

表示 周波 数 の 受信 レベ ル を 横 方 向 に 表示 し ます 。 表示 周波 数 (〒 点 灯 ) を 中 心 に 、5 波 の レベ ル を 
終 方 向 に 表示 し ます 。 


チャ ン ネ ルス コー プ 要 動作 モー ド 
て つう キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る と 、 チ ャ ン ネ ルス コー プ ブ の 表示 の み 
を 概 衣 的 に 実行 し ます 。( 受 信 よ し て いま せん 。 ま た 、 キ ー 入 力も 受付 け 
ませ ん 。) 電源 を 切る と 解除 され ます 。 


但 チ ャ ン ネ ルス コー プ の し くみ 
* セン ターch に 信号 が な けれ ば 、 各 波 の スコ ー プ 表 


填 0 示 を 更新 し 続け ます 。 

人 s セン ターch に 信号 が ある 時 は タイ マー ン ビ ジー ス 

00 キャ ン の 設定 (Em\Po5) に 従 つて 受信 し ます 。 
J * タイ マー スキ ャ ン 設 定時 は 、 セ ンタ ーch 受 信 中 も 

周辺 ch の 表示 を 5 秒 に 1 回 更新 する た め 、 セ ンタ 

の 0 NE ーch の 受信 音 が 一 瞬 途 切れ ます 。 

ーch) に 合わ せ 、 信 |  。 ビ ジー スキ ャ ン 設 定時 は 、 セ ンタ ーoc「 受 信 中 は 、 周 

ES 辺 ch の 表示 は 変化 し ませ ん 。 


島 チ ャ ン ネ ルス コー プ の 種類 
(1) ツイ ン バ ン ド と モノ バン ド 
ツイ ン バ ン ド で 運用 時 は 5 波 、 モ ノバ ンド 運用 時 は 1 1 波 の スコ ー プ に な り ま す 。 
モノ バン ド 時 の VFO ス コー プ で は 、 ス キャ ン の 設定 に 関係 な く 、 受 信 音 は 途 切 
れ ま せん 。 


ツイ ン バ ン ド 


L、R そ れ ぞ れ の 〒 が 点灯 中 央 の が セン ターch 
( ど ) 開始 時 の モー ド に より 、VFO ス コー プ と メモ リー スコ ー プ が あり ます 。 


VFO チ ャ ン ネ ルス コー プ 

表示 周波 数 を セン ター と し て 、 チ ャ ン ネ ルス テッ プ ず 離れ た 周波 数 の レベ ル を 
表示 し ます 。 

1 開始 と 終了 


SRG1 


VFO モ ー ド で 0 キー を 押す 。 
チャ ン ネ ルス コー プ モ ー ド で 受信 が 始ま り ま す 。 
表示 周波 数 (セン ターch) を 受信 し な が ら チ ャ ン 
ネル ステ ッ プ ずつ 離れ た 周辺 ch (ツイ ン バ ン ド で 
上 ・ 下 各 ら 波 ) の 受信 レベ ル を スコ ー プ 表示 し ま 
続 。 


も う 一 度 () 疫 % キー を 押す と 終了 し ます 。 


ご VFOU ス コー プ 表 示 の 見 方 
( 例 ) トバ ンド チャ ン ネ ルス テッ プ が 8OkHz の 場合 (ツイ ン 運 用 ) 


ーーーーーーーーーーーーー 145.00MHz (セン ター) 
ーーーーーーーーーーー 145.08MHz (+20kH2) 
! エーーーーーーーーー 14504MHz (+40kH2) 


144.9BMHz (20kHz) --- ュ 
144.96MHz (40kHz) - ュ 


電波 の 受信 レベ ル は 下記 の 様 に 
人 4 段 貴 ( 入 感 な し を 含め 5 段階 ) 
で 表示 し ます 。 


| 
p 
el 上 
ょ 人 介 


注意 
* バ ンド の 上 限 下限 を こえ る チャ ン ネ ル は スコ ー プ 表示 し ませ ん 。 


* ゃ モノ バン ド 時 は セン ター を 中 心 に 1 ] 波 の レベ ル 表 示 に な り ま す 。 
30 
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3 セン ター 周波 数 を 変更 する 

ダイ ヤル を 回 すか ぐつ 、 ぐ つ キー を 押す 。 
セン ターch が 1 チャ ン ネ ルス テッ プ UP/DOWN し 
ます 。 そ れ に 従っ て 、 ス コー プ 表 示 が 左右 に 1 つ 
ずつ ずれ ます 。 
F キ ー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 回 す と 、 セ ンタ ー 
ch が 1MHz UP/DOWN し ます 。 新しい セ ンタ 
ーoh を 中 心 に 、 ス コー プ 吾 示 が 始ま り ま す 。 


メモ リー チャ ン ネ ルス コー プ 
表示 メモ リー の 周波 数 を セン ター と し て 、 隣 り 合っ た 登録 メモ リー の 周波 数 の 受信 
レベ ル を 表示 し ます 。 

1 開始 と 終了 
メモ リー モー ド で ()"% キー を 押す 。 

チャ ン ネ ルス コー ブ モ ー ド で 受信 が 始ま り ます 。 
表示 メモ リー (セン ターch) を 受信 し な が ら 周 辺 
の 登録 メモ リー の 受信 レベ ル を スコ ー プ 表示 し ま 
す 。 


も う 一 度 、()"W% キー を 押す と 終了 し ます 。 


* メモ リーC、1 し 一 GH や 、 空き メモ リー、 スキ ッ プ メモ リー (WP28) は チャ ン 
ネル スコ ー ブ プ の 対象 外 で す 。 こ れ ら の チャ ン ネ ル を 和 表示 中 に チャ ン ネ ルス コー 
プ を 開始 する と 、 セ ンタ ーch が 最寄り の チャ ン ネ ルス コー ブ プ 対 象 の チャ ン ネ ル 
に 移っ て スタ ー ト し ます 。 (移動 する 方 向 は 最 後 の UP/DOWIN 操 作 方 向 ) 

* スコープ 対象 メモ リー が ] チャ ン ネ ル も な い 場 合 は チャ ン ネ ルス コー プ は スタ 
ー ト し ませ ん 。 

* 登録 モー ド で スコ ー プ する と 、 一 時 的 に 運用 モー ド に 切換 わり ます 。 


ど メモ リー スコ ー プ 表示 の 見 方 
( 例 ) バン ド 人 奇 数 ch に の み デー タ が 登録 され て いる 場合 (ツイ ン 運 用 ) 


REeSoi5 M3 
M | ----ーーーーーーー-ーー T ル に ニー ニニ ニ M5 
M フ 9 --ーーーーーーーーー- まま まで MIZ 
1111 
『 1 1 


各 レ ベル 表示 に つい て は 
VFO ス コー プ 時 と 同 拉 で す 。 


* モノ バン ド 時 は セン ター を 中 心 に 1 1 波 の レベ ル 表 示 に な り ま す 。 

* メモ リーNa の 最小 ・ 最大 を こえ て 、 運 続 し て スコ ー プ 表示 され ます 。 

* スコ ー プ 対象 と な る メモ リー 数 が 5ch (モノ バン ド で 11ch) 以下 の 場合 は セ 
ンタ ー を 中 心 に 表示 し 、 両 端 の 表示 位置 は 常に ブラ ンク に な りら ま す 。 


き セン ター 周波 数 を 変更 する 


ダイ ヤル を 回 すか 、@ つ っ 、 @ つ キー を 押す 。 

セン ターoch が UP/DOWN し て 、 次 の スコ ー プ 対 
象 の メモ リー に 移り ます 。 そ れ に 従っ て スコ ー プ 
表示 が 左右 に ] つ す つ す ずれ ます 。 
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チャ ン ネ ルス コー プ 中 の 操作 と 注意 事項 


PTT キ ー を 押す と 、 送 信 し ます 。 
送信 中 は チャ ン ネ ルス コー プ は 一 時 中 断 し ます 。 ス コー プ 表 示 部 に は 送信 出 訪 
を 横 方 向 に 表示 し ます 。 送 信 を 終了 する と 、 チ ャ ン ネ ルス コー プ ブ が 再開 し ます 。 


圏 チ ャ ン ネ ルス コー プ 中 の 反対 バン ド で 送信 する と 、 チ ャ ン ネ ルス コー プ が 一 時 
中 断 (表示 消灯 ) し ます 。 
送信 を 終了 する と チャ ン ネ ルス コー プ が 再開 し ます 。 


aEV _ 邊 L 


恒 ぐ で うっ キー を 押す と 、 最 初 か ら ス コー ブ を 始め ます 。 

も う 一 度 左端 か ら 再 スタ ー ト し ます 。 

固 ぐ うふ キー を 押す と 、 セ ンタ ーch の 受信 の 停止 非 停止 が 切 撰 わ り ま す 。 

停 止 : セン ターch で 受信 する と 、 音 を 出し 、 受 信 時 間 は タイ マー ン ビ ジー ス 
キャ ン の 設定 に 従い ます 。 チ ャ ン ネ ルス コー プ 有 開始 時 は 、 毎 回 停止 モ 
ー ド に な り ま す 。 

非 停 止 ・ セン ターch も 他 の ch と 同じ よう に レベ ル 表 示 の み 行 い 、 信号 を 受信 し 
て も 音 は 出し ませ ん 。 


園 VFD ス コー プ 中 は ぐつ 、 ぐっ > 、 ぐつ 、 ぐつ キー、 メ モリ ー ス コー ブ プ 中 は 
で つっ キー を 押す と 、 ス イー プス キャ ン が 始ま り ます 。 (mwP34) 


較 こぶ 、 こ つう キー に より 、 メ イン バン ド が 切換 わり ます 。 

サブ バン ド 側 の バン ドキ ー を 押す と 、 チ ャ ン ネ ルス コー ブ を 動作 させ た まま 、 
メイ ン バ ン ド が 移動 する の で 、 ツ イン 運用 時 、 両 バン ド で 同時 チャ ン ネ ルス コ 
ー プ が 行え ます 。 
還 チ ャ ン ネ ルス コー プ 中 の ぐ で う っ キー と 、F キ ー を 押し な が ら の ぐう 、 ぐう 、 ぐう 
キー は 無効 で す 。 


一 トー ンス ケル チ 、DSGQ 設 定時 の チャ ン ネ ルス コー ブ プ 動 作 に つい て 
(停止 モー ド 時 の セン ターch の 受信 ) 
* トー ンス ケル チ が 設定 され て いる 時 は 信号 が あめ る と セン ターch で 停止 し 、 ト 
ー ン が 一 致す る と 、 受 信 音 が 聞こ えま す 。 
* DSQ が 設定 され て いる 時 は 、 チ ャ ン ネ ルス コー プ 中 は 一 時 的 に 解除 され 、 信 
号 を 受信 する と 、 コ ー ド が 一 致し な く て も 一 時 停止 し 、 受 信 音 が 聞こ えま す 。 


で 


ら 6-3 スイ ー プ スキ ャ ン 


スイ ー プ スキ ャ ン と は 、 ス キャ ン 動 作 を し な が ら 受 信 レ ベル を 表示 し て 砂 く 機能 
で す 。 次 の チャ ン ネ ル に 移っ て も 、 前 の チャ ン ネ ル の 受信 レベ ル が 表示 に 残り ま 
す 。 ス キャ ン と 同様 に 、 バ ンド ・ プ ログ ラム - メモ リー の 3 種類 の スイ ー プ スキ 
ャ ン が あり ます 。 


バン ドス イー プス キャ ン 
バン ド 全 範囲 を スイ ー プ スキ ャ ン し ます 。 


1 バン ドス イー プス キャ ン 開 始 

VF0 モ ー ド で 次 の 操作 を 行う 。 (手順 は ②ー…① で も よい ) 

① @ つ キー を 押す 。 

⑧ ()*%% キー を 押す 。 
スイ ー プ スキ ャ ン が 始ま り ま す 。 最 後に 操作 し た 方 向 へ チャ ン ネ ルス テッ プ 
当 位 で スイ ー プ スキ ャ ン し ます 。 ス イー プス キャ ン 中 は 、 デ シマ ルポ イン ト 
が 点 減 し 、 表 示 周 波数 で 信号 受信 する と 、 ス キャ ン 計 開 条件 に 従っ て 受信 し 
ます 。 


どど スイ ー プ スキ ャ ン 終 了 . 
PTT、 そ ぐっ 、 ぐ っ 、 で っ 、@ つ キー、 メ イン バン ド の バン ドキ ー を 押す 。 
9602 チャ ン ネ ルス コー プ へ 
3 まだ スギ ルン へ 


3 スイ ー プ スキ ャ ン レ ベル の 見 方 
( 例 ) UP 方 向 ス イー プス キャ ン 
(チャ ン ネ ルス テッ プ 6OkHz 時 ) 


周波 数 を 1 ステップ ずつ UP し な が ら レ ベル 表示 し ます 。 
レベ ル 表 示 は 左 か ら 順 に 
ー40kHz 
ー ら 0kHz 
〒 表 示 周 波数 
0kHz 
十 40kHz 


レベ ル 表 示し て いる 周波 数 は DOWN 方 向 時 も 同じ で す 。 
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プロ グラ ム ス イ ー プ スズ スキャン 
エッ ジ メ モ リー の 周波 数 の 鞭 囲 内 を スイ ー プ スキ ャ ン し ます 。 
1 プロ グラ ム ス イ ー プ スキ ャ ン 開 始 
VF0 モ ー ド で 次 の 操作 を 行う 。( 手 順 は ③-…① で も よい ) 
ひで ぐう 、@ つ 、@ つ キー の いずれ か を 押す 。 
⑧ ()* 交 キー を 押す 。 


ど 2 ニス や プ 終 了 
PTT、 ぐ っ 、 ぐう 、 ぐう 、 ぐつ キー、 メ イン バン ド の バン ドキ ー を 押す 。 
NO CCC チャ ン ネ ルス コー プ へ 、 
O 氷 キー な 押す ブ プログラム スキ ャ ン へ 、 


3 スイ ー プ スキ ャ ン レ ベル の 見 方 (時 P34) 
パン ドス キャ ン と 同じ で す 。 


メモ リー スイ ー プ スキ ャ ン 
登録 メモ リー の 周波 数 を スイ ー プ スキ ャ ン し ます 。 
1 メモ リー スイ ー プ スキ ャ ン 開 始 
メモ リー モー ド で 次 の 操作 を 行う 。( 手 順 は ②ー① で も よい ) 
① @ つ キー を 押す 。 
②()" キー を 押す 。 
SA 
選 スイ ー プ スキ ャ ン 終 了 


PTT、@ つ キー を 押す 。 ーー ーーー ドー チャ ン ネ ルス コー プ へ 
OS ギー を 揚 ま メモ リー スキ ャ ン へ 、 


3 スイ ー プ スキ ャ ン レ ベル の 見 方 


( 例 ) UP 方 向 ス イー プス キャ ン 


登録 メモ リー を 1 つ す ずつ UP し な が ら レ ベル 表示 し ま 
す 。 
レベ ル 表 示 は 左 か ら 順 に 

ー と ど ch 

ーlch 

ママ 表示 メモ リーcn 

+ す 1cn 

填 2cn 
レベ ル 表 示し て いる メモ リー チャ ン ネ ル は DOWN 方 
向 時 も 同じ で す 。 


スイ ー プ スキ ャ ン 中 の 操作 と 注意 事項 
視 ダ イヤ ル 、 ど っ 、 ぐ つう キー で スキ ャ ン 方 向 が 変わ ます 。 


罰 ス イー プス キャ ン 中 、 反 対 の バン ド で 送信 する と 、 ス イー プス キャ ン が 一 時 中 


断 し ます 。 
送信 を 終了 する と 、 中 断 前 の 状態 か ら ス イー プス キャ ン が 再開 され ます 。 


還 で ぐう キー を 押す と 、 セ ンタ ーch (表示 周波 数 ) の 受信 の 停止 プ 非 便 止 が 切換 わ 


り ま す 。 (WWP39) 


還 こぶ ふ 、 こ う キ ー に より 、 メ イン バン ド が 切換 わり ます 。 

サブ バン ド 側 の バン ドキ ー を 押す と 、 ス イー プス キャ ン を 動作 させ た まま メイ 
ン バ ン ド が 移動 する の で 、 ツ イン 運用 時 、 両 バン ド で 同時 スイ ー プ スキ ャ ン が 
行え ます 。 


調 ト ー ン スケ ル チ 、DSGQ 設 定時 の スイ ー プ スキ ャ ン 動 作 に つい て (停止 モー ド ) 


s トー ンス ケル チ が 設定 され て いる 時 は 、 信 号 を 受信 する と 、 ス イー プス キャ 
ン を 一 時 停止 し 、 トーン が 一 致す る と 受信 音 が 聞こ えま す 。 

s DSQ が 設定 され て いる 時 は 、 ス イー プス ズ スキャン 中 は DSQ は 一 時 的 に 解除 さ 
れ 、 信 号 を 受信 する と 、 コ ー ド が 一 致し な く て も 一 時 停止 し 、 受 信 音 が 間 こ 
えま す 。 
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5-4. プラ イオ リティ 

プラ イオ リティ と は 、 表 示 周 波数 の 他 に 優先 チャ ン ネ ル を 持ち 、 表 示 周 波数 を 5 
秒 受信 する 毎 に 、 優先 チャ ン ネ ル を 交互 に 説 時 受信 し 、 優先 チャ ン ネ ル に 信号 
が 入る と 、 受信 時 間 を ら 秒 に 延長 する 機能 で す 。 下 記 の 3 種類 の プラ イオ リティ が 
あり ます 。 


種 類 孔 始 時 の モー ド | 5 秒 (表示 周 小数) 朋 時 (優先 ch) 


メモ リー 


CALL プ ライ オリ ティ VFO ン メモ リー (※) 
※CALL に な る 前 の モー ド が 優先 Ch に な り ま す 。 

VFO・ メ モリ ー・CALL プ ライ オリ ティ 

1 プラ イオ リティ 開始 


VFO プ ライ オリ ティ VFO 


1 間 ) 織 ① 信 し た い 居 先 チ ャ ン ネ ル を 世 択 する 。 
IO 886 家 5 秒 受信 倒 の モー ド を 呼出 す 。 
③ で う キ ー を 押す 。 


P が 点灯 し 、 プ ライ オリ ティ が 始ま り ま す 。 開始 時 
の モー ド を 5 秒 受信 する 毎 に 、 優 先 チ ャ ン ネ ル を 瞬 
時 受信 し 、 信 号 が 入る と アラ ー ム 音 が 喝 り 、 ら 秒 問 
受信 婚 長 し ます 。 


( 例 ) VFU プ ライ オリ ティ 
VFO モ ー ド [5 秒 玉 ] メモ リー モー ド 盟 凌 備 (信号 お り 時 は ど 秒 ) 

メモ リー、CALL プ ライ 
オリ ティ も 5 秒 プ 瞬時 の 
モー ド が 変る 以外 は 同 
様 で す 。 


己 プラ イオ リティ 終了 
メイ ン バ ン ド 出 の バン ドキ ー を 押す 。 
又は 5 秒 側 で ぐつ キー を 押す か 、 瞬 時 側 で PTT キ ー を 押す 。 
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プラ イオ リティ 中 の 操作 と 注意 事項 
男 5 秒 便 で PTT キ ー を 押す と 、 送 信 し ます 。 
送信 中 に 現時 側 の 受信 に 移る て と は あり ませ ん 。 


男 プ ライ オリ ティ 中 の 反対 の バン ド で 送信 する と 、 プ ライ オリ ティ 動作 が 一 時 中 
断 し ます 。 
送信 を 終了 する と 、 中 断 前 の 状態 か ら プ ライ オリ ティ が 再開 され ます 。 


田 VFD プ ライ オリ ティ 、 メ モリ ー ブ ラ イオ リティ の 5 秒 側 で ダイ ヤル を 回 すか 、 
を う 、 ぐ うっ キー で 周波 数 、 又 は メモ リー チャ ン ネ ル が 変り ます 。 


還 プ ライ オリ ティ と スキ ャ ン の 同時 動作 に つい て 
[ 衣 始 | *VFO フ ラ ライ オリ ティ の 5 秒 側 で ゥ っ キー を 押す と 、 バ ンド スキ ャ ン 、 
ぐっ 、 ぐ つ 、 ぐつ キー を 押す と 、 ブロ グラ ムズ スキ ャ ン が 始ま り ます 。 
* メモ リー プラ イオ リティ の 5 秒 側 で ざっ キー を 担 す と 、 メ モリ ー ス 
キャ ン が 始ま り ま す 。 
彼 了 | * 5 秒 側 で バン ド 、 プ ログ ラム スキ ャ ン 中 、PTT、 ぐっ 、 ぐう 、 ぐつ 、 
@ つ キー を 所 す と 、 ス キャ ン を 終了 し 、 プ ライ オリ ティ に な り ま す 。 
s 5 秒 側 で メモ リー スキ ャ ン 中 、PTT、 で う キ ー を 押す と 、 ス キャ ン 
を 終了 し 、 プ ライ オリ ティ に な り ま す 。 
s5 秒 側 で バン ド 、 プ ログ ラム 、 メ モリ ー ス キャ ン 中 、 で つっ キー を 押 
す と プラ イオ リティ を 終了 し 、 ス キャ ン に な り ま す 。 
e 瞬時 側 で PTT キ ー を 押す と 、 ス キャ ン と プラ イオ リティ の 両方 を 終 
了 し ます 。 


一 プラ イオ リティ 中 は チャ ン ネ ルス コー プ は 動作 で きま せん 。 


田 こぶ ふ 、 こ て っ キー に より メイ ン バ ン ド が 切換 わり ます 。 

サブ バン ド 側 の バン ドキ ー を 提 す と 、 プ ライ オリ ティ を 動作 させ た まま メイ ン 

バン ド が 移動 する の で 、 ツ イン 運用 時 、 両 バン ド で 同時 ブラ イオ リティ が 可能 
RA: 1 は 


男 ト ー ン スケ ル チ 、DSG 設 定時 の 角 時 側 の 受信 に つい て 
瞬時 側 の 受信 延長 の 条件 は スキ ャ ン 時 の 一 時 和 停止 の 条件 と 同様 で す 。(mP28) 
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5-5. レビ ー タ ー 


レビ ピーター と は 、 遠 く 離 れ た 局 同士 


放 434 ow シ シン Me 
の 交信 を 可能 に する 無線 中 継 局 で 、 ・ 0 1 
430MHz 帯 の 場合 、 日 本 全国 に 設置 5 439.5OMHz 


され て いま す 。 レ ビー ター を アク セ HH 
舞 
/ 


レ ご ビー ター 局 


ス す る に は 、 送 信 周 波数 を 「-] 方 
向 に 5MHz シ フト し 、88.5Hz の ト 
ー ン を 付加 し て 送信 する 必要 が あり 
ます 。 


レビ ピーター 運 用 時 の 設定 に 合わ せる 


る ふう キー を 提 す 。 
ー と T 表 示 が 点灯 し 、 一 5MHz シ フト 、 ト ー ン エ 
ンコ ー ダ 88.5Hz に 設定 され ます 。 


も う 一 度 押す と 、 設 定 は 衣 除 され ます 。 
ー と T. が 消灯 し ます 。 


て デー 


RPT キ ー は UHF 帯 で の み 有 効 で す 。 


リバ ー ス (送信 周波 数 で 受信 する ) 
レビ ピーター を 便 わ ず に 相手 局 と 交信 で きる か どう か を 調べ る た め に 、 送 信 周 波数 
で 受信 する 携 能 で す 。 リ バー スモ ー ド で 受信 可能 な 場合 は 、 レ ビー ター を 使わ ず 
に 交信 し まし ょ う 。 
@ う キー を 押す 。 
キー を 押し て いる 間 、 送 信 周 波数 で 受信 し ます 。 
周波 数 表示 部 の み 変 り ま す 。 


注 意 
シフ ト 、 ス プリ ッ ト が 設定 され て いな い 場 合 や 、 リ 
バー ス の 結果 が バン ド 範 較 外 に な る 場合 は 動作 し ま 
せん 。 


5-6. ツイ ン バ ン ド の 受信 

同じ バン ド を 同時 に 受信 する 

ンジ VFO モ ー ド で F キ ー を 押し な が ら メ イン バン ド の バ 

ンド キー を 担 す 。 
操作 する 毎 に VFO の バン ド 帯 が VHF 帯 UHF 帯 の 
間 で 交互 に 表示 され ます 。 メ イン バン ド を R バ ン 
ド に し て 、VHF 帯 に 切換 える と 、VHF 和 帯 の 同時 受 
信 、 メ イン バン ド を L バ ンド に し て 、UHF 帯 に 切 
換え る と 、UHF 帯 の 同時 受信 が 可能 に な り ま す 。 


* 


注意 
周波 数 の 組合 は を VHF+UHF 以 外 に する と 、 片 方 で 
送信 中 は 、 も う 片 方 の 受信 は で きま せん 。 


フル デュ プレ ックス 運用 の 設定 を する 

本 機 は 、 メ イン バン ド で 送信 中 も 、 サ ブ バ ンド で 受信 が で きま す の で 、 電 話 感覚 
の 交信 が 可能 で す 。(L バ ンド が VHF 帯 、 昌 バン ド が UHF 帯 の 時 の み ) この 場合 、 
ハウ リン グ が 起こ りや すく な り ま す が 下 の 操作 を 行う と 、 受 信 音 の ボリ ュー ム と 
マイ ク の 感度 が 下がり 、 快 適 な 交信 が お 楽し みい た だ け ま す 。 

ぐつ キー を 押す 。 

が 点灯 し て フル デュ プレ ックス 運用 の 設定 
に な り ま す 。 両 バン ド に 有効 で す 。 


も う 一 度 押す と 、 設 定 は 般 除 され ます 。 


注 意 

* 上 記 の 操作 は 常時 可能 で 、 加 WW 表示 は 点灯 し ま 
す が 、 実際 に 動作 する の は L バ ンド が VHF 帯 、 ロ R パ 
ンド が UHF 問 の 周波 数 の 組合 せ の 場合 の み で す 。 

* フル デュ プレ ックス 又は デュ アル 運用 を 行っ た 場 
合 、 使 用 条件 や 周波 数 関係 に より 、 サ ブ バ ンド 側 
に 受信 妨害 が 起き る こと が あり ます 。 


DUP 


ム ヒ 
5-7. 便利 な 機能 
シフ ト ・ ス プリ ッ ト を 設定 する 
受信 周波 数 に 対し て 、 送 信 周波 数 を 変え て 運用 する モー ド で す 。 
(ー シ フ ト ) が 点灯 。 受 信 周 波数 か ら シフ ト 幅 を マイ ナス し た 周波 数 で 送信 
以 表 ず 。 
シフ ト ) + が 点灯 。 受 信 周 波数 に シフ ト 帳 を ブラス し た 周波 数 で 送信 し ます 。 


+ー が 点灯 。 
VFO モ ー ド で は 、VFO-A で 受信 中 な ら VFO-B の 受信 周波 数 で 送 
信 し ます 。( 但 し 、 ト ー ン や DSQ 等 は VFO-A の 設定 ) VFO-B で 受 
信 中 は その 逆 で す 。 
メモ リー、CALL モ ー ド で は 各 チ ャ ン ネ ル に 登録 され た 送信 周波 
数 で 送信 し ます 。 メ モリ ー 登 録 時 、+ー が 点灯 し て いる と 、VFO- 
A、B の うち 、 表 示さ れ て いな い 側 の 受信 周波 数 が 送信 周波 数 と し 
て 書き 込ま れ ます 。 


F キ ー を 押し な が ら ぐう キー を 担 す 。 

キー を 押す 毎 に メイ ン バ ン ド の 設定 が 変化 し ます 。 

『\ー シ フト (一 点灯 、 シ フト 幅 表 示 ) 

! 

+ シ フト ( 丁 点灯 、 シ フト 人 糞 表 示 ) 

! 
スプ リッ ト (一 点灯 、 受 信 周 波数 表示 ) 

SHIFT 1 


解除 (消灯 、 受 信 周 波数 表示 ) 


注意 

メモ リー、CALL モ ー ド で の 設定 に つい て 

* スプ リッ ト が 設定 され て いる 場合 は これ を 変更 す 
る こと は で きま せん 。 

* スプ リッ ト 以 外 の 設定 か ら 、 ス プリ ッ ト に 変更 す 
る こと は で きま せん 。 


ら シフ ト 幅 を 設定 する 。( 一 、 二 シフト 幅 表示 中 の 操作 で す ) 


シフ ト | ooo- ① ダ イヤ ル を 回 すか 、@ つ 、 ぐ つ キ ー を 押す 。 
四葉 囲 | 15.995MHz 


シフ ト 幅 が 左記 の 軍 囲 内 で チャ ン ネ ルス テッ プ 単 
VHF 淀 
初期 値 


位 で UP/DOWN し ます 。 
O.6OMHz また 、 F キ ー を 押し な が ら ダ イヤ ル を 回 し た り 、 
cr ぐつ 、 ぐつ キー を 押す と 、 1MHz 単 位 で 設定 が 変 


5.0OMHz 化し ます 。 5 
⑧PTT、@ ふ キー、 メ イン バン ド の バン ドキ ー を 提 
す 。 
周波 数 表示 に 戻り ます 。 


オフ バン ド に つい て 


シフ ト 、 ス プリ ッ ト 状 態 で PT エキ ー を 揚 す と 、 送 信 
周波 数 表示 に 変わ り 、 送 信 し ます 。 送信 周 波数 が 、 
送信 可能 な 範囲 外 に な る 場合 は PTT キ ー を 挟 し て い 
る 間 、DFF が 表示 され 送信 し ませ ん 。 


ビー プ 音 を ON/OFF す る 
キー を 押し た 時 等 に 鳴る ビー プ 音 を 消す こと が で さま す 。 


①F キ ー を 押し な が ら ぐう キー を 押す 。 
②③ ダイ ヤル を 回 すか 、 ど うっ 、 ぐつ キ ー で 設定 を 選択 
放 基 。 


ね - 如 呈 (ビー プ ブ 音 ON) 
を 


- 語 と と (ビープ 斉 OFF) 


BEEP 


③PTT、 る う キ ー、 メ イン バン ド の バン ドキ ー を 押 


す 。 
ル 周波 数 表示 に 戻り ます 。 設定 は 両 バ ンド に 共通 で 
ちら ・ ロー ロ ゴゴ イル f メ オ 


如 
ON/OFF 表 示 
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ベル 機能 を ON/OFF す る 
SMA Sgg8eo ぐつ キー を 揚 す 。 
ド 0 69 め め メイ ン バ ン ド の ① が 旧 灯 し ます 。 
Q 
ルド ノ も う 一 度 担 す と 、 解 除 さ れ ます 。 
ら こ と ご 
に ュー 
に うど っ ご ( 点灯 中 に 信号 を 受信 する 8 
| つら の 計 星 H (や 表 示 が 点 減 し 、 ベ ル 音 が 只 り ます 。 


BELL 


( 〇 ふ が 消 灯 し ます 。 
ベル 音 は L バ ンド と バン ド と で 音色 が 違い ます 。 


ディ スプ レイ ラン プ を 点灯 する 
1 ラン プ を 5 秒間 点灯 する 
所 ぐつ キー を 押す 。 
9 ディ スプ レイ ラン プ が 点灯 し ます 。5 秒 た つと 消 
ジ えま す が 、 何 ら か の キー 操作 や ダイ ヤル 操作 が あ 
| や どこ ら る と 、 点 灯 時 間 は 延長 され 、 操 作 終 了 か ら 5 秒 で 
らら らら ラン ブ が 消え ます 。 ま た 、 点 術中 に ぐう キー を 押 
人 す と 、 消 灯 し ます 。 


F キ ー を 押し な が ら で うっ キー を 押す 。 
ディ スプ レイ ラン プ の 点灯 が 保持 され ます 。 電 源 
を DFF…ON し て も 、 ラ ンプ ブ は 常 灯 の まま で す 。 
ぐう キー を 押す と ラン プ が 消え 、 常 灯 モ ー ド を 終了 
し ます 。 


〇 ① 点 滅 中 に PTT キ ー を 押す か 、 を っ キー を 押す と 、 


アッ テ ネ ー タ を ON/OFF す る 


アッ テ ネ ー タ と は 、 受 信 感 度 を 下げ る 機能 で す 。ON に する と 、 約 15dB 受 信 感 度 
が 下がり 、 サ イド の 縮 力 な 信号 に より 影響 を 受け る 時 に ON( に する と 、 効 果 が 得 ら 
れる 場合 が あり ます 。 


で つう キー を 理 す 。 
が 点灯 し 、 ア ッ テ ネ ー タ が ON に な り ま す 。 
設定 は 両 バ ンド に 共通 で す 。 


も う 一 度 理 す と 、 解 除 さ れ ま す 。 


チャ ン ネ ルス テッ プ を 設定 する 

チャ ン ネ ルス テッ プ 周 波数 は 、VFC 周 波数 の 設定 や 、 ス キャ ン 、 チ ャ ン ネ ルス コ 
ー プ 時 の 其 本 単位 と な る 周波 数 で す 。 工 場 出 荷 時 は 2OkHz に 設定 され て いま す が 、 
各 周 波数 才 の VFO-A、B で それ ぞ れ 別 の 値 に 設定 で きま す 。 


①VFO モ ー ド で 、F キ ー を 押し な が ら ぐ うつ キー を 押す 。 
ダイ ヤル を 回 すか 、@ っ 、 ぐ つう キ ー で ステ ッ プ 値 
を 選 沢 する 。 

5.0 プ 10.0 ン 18.5 ン 15.0 ン 280.0 
25.0 ン 30.0 ン 50.0 (単位 kHz2) 
⑨③PTT、 キー か メイ ン バ ン ド の バン ドキ ー を 

押す 。 
周波 数 表示 に 戻り ます 。 


ステ ッ プ 値 を (5k、10k、15k、20k、3Ok) か ら 
(12.5k、25k、50k) の いずれ か が に 変更 し た り 、 そ 
の 逆 に 変更 する と 、 変 更 完了 時 の 周波 数 と シフ ト 幅 
が 補正 され る こと が あり ます 。 


ステ ッ プ 慎 表 示 
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キー 操作 を ロッ ク す る 

キー を ロッ ク す る こと に より 、 誤 操作 で 設定 を 変え て し まう こと を 防ぎ ます 。 

F キ ー を 押し な が ら ぐう キー を 押す 。 

キー を 揚 す 毎 に 設定 が 変化 し ます 。 

KL (キー ロッ ク ) 
PTT、PTT ら 、MONI、VOLUME、 
SQUELCH、 で つう 、 ダ イヤ ル の み 有 効 。 
その 他 は 禁止 。 

FL (周波 数 ロッ ク ) 

PTT、 PTT ら 、 MONI、 VOLUME、 

SQUELCH、 ぐう の み 有 効 。 ダ イヤ ル 

その 他 は 禁止 。 does 2P 
解除 

設定 は 両 バ ンド に 共通 で す 。 


KL/FL 


に 


KL ま た は FL 点灯 


オー トバ ワー オフ を 設定 する 

ー 定 時 間 操作 が な けれ ば 、 自 動 的 に 電源 が 切れ る 擁 能 で す 。 

①F キ ー を 押し な が ら で キー を 押す 。 

② ダ イヤ ル を 回 すか 、 ぷっ 、 < つ キー で 設定 を 選択 
する 。 
一 


っ 
N 


7 ヽ 呈 
MNO APO 表 示 が 点灯 し 、 


+。 指定 時 間近 作 が な いと 
8 で (OO 分) | 生か 切れ ます 。 吉 
の 切れ る 30 秒 前 に 
APOD が 点滅 し アラ ー 
ム 斉 が 只 り ます 。 


ゴロ (30 分 ) 


呈 呈 - ロ と と ( 解 除 ) 


ENT 


③PTT、- キー が メイ ン バ ン ド の バン ドキ ー を 
押す 。 
周波 数 表示 に 戻り ます 。 設 定 は 両 バ ンド に 共 過 で す 。 


APO 点 灯 


ーmt 


バッ テリ ー セ ー ブ を ON/OFF す る ' . 
バッ テリ ー セ ー ブ 機 能 を 動作 させ 、 キ ー 操 作 や 信号 の な い 状態 が 5 秒 続く と 、 内 部 
電源 を 定期 的 に ON ンプ OFF す る こと に より 、 電 池 を 長持ち させ る こと が で きま す 。 
②⑯ ダ イヤ ル を 回 すか 、 ど う 、< つ キー で 設定 を 選択 
る 。 に 
9 内 部 起源 プ 
オン 時 間 : オフ 時 間 
s5- (200ms : 800ms) BS 点灯 


\ 
55- (200ms : 12600ms) BS 点灯 
ii 
55 ロ と と (解除 ) BS 潮 灯 
昌 ) 
「」 


5・7 (600ms : 400ms) BS 点灯 

③PTT、 @ つ キー か メイ ン バ ン ド の バン ドキ ー を 

押す 。 - 

周波 数 表示 に 戻り ます 。 設定 は 両 バ ンド に 共通 で す 。 
※ 工 過 出 麻 時 、 バッ テリ ー セ ー ブ は ON に 設定 され て いま す 。 - 
サブ バン ドミ ュー ト 
サブ バン ド 側 の 受信 音 が わずらわし い 時 は これ を 消す こと が で きま す 。 
① ぐ @ つ キー を 押す 。 


周波 数 表示 部 が SE に 変り まま は 
⑧ ぐつ キー を 押す 。 
サブ バン ド 側 の 音声 が 消え ます 。 


サブ バン ド の VOL 表示 が 点灯 し 、 音 量 レ ベル が 0 
に な り 、 ミ ュー ト 状 態 が 続く 間 、 こ の 表示 が 残り 
ます 。 ま た 、 ミ ュー ト 状 態 で メイ ン バ ン ド が 切換 
わる と 、 ミ ュー トバ ンド も 切換 わり ます 。 


も う 一 度 、 同 操作 を する か 、 サ ブ バ ンド の 音量 を 変え 
る と 、 ミュ ー ト 解除 され ます 。 
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6. 特定 の 相手 と の 交信 


トー ンス ケル チ を 使っ て の 待ち 受け 中 に 、 自 局 が 選ん だ トー ン 周 波数 と 同じ 信号 を 
受信 し た 時 だ け 、 ス ケル チ が 開き ます 。 ト ー ン スケ ル チ は 、 両 バン ド で 動作 で きま す 。 
トー ン 周 波数 一 覧 670 E93 719 

( 全 50 波 、 単位 : H2) j230 1273 1318 
1622 165.5 1679 


189.9 1928 1S66 
eg29.1 8336 241.8 2503 


DTMF ス ケル チ (DSQ) 


専用 の メモ リー に 記憶 し た DSQ コ ー ド (グル ー プ コー ド 、 自 局 コ ー ド 、 相 手 局 コ 
ー ド ) を 送 愛す る こと に よっ て 、 ス ケル チ が 開く 機能 で す 。 送信 時 に DSQ コ ー ド 
を 付加 し 、 受 信 側 は これ と 一 致す る コー ド を 持つ っ た 局 の み ス ケル チ が 開き ます 。 


DSQ は 、 メ イン バン ド 側 の み で 動作 で きま す 。 和 ー し 


78.7 Be25 
1Q072 1109 
146.2 1514 1597 
1773 1799 3.5 
5 2G6.5 210.7 2181 225 う 


代 コ ー ド スケ ル チ 
3 桁 ゴ コード を 選択 し て 待ち ぢ 受け 中 、 こ れ と 同じ コ 
ー ド を 受信 し た 時 だ け 、 ス ケル チ が 開き ます 。 ト 
ー ン スケ ル チ と 同じ よう な 運用 が で きま す 。 

旬 グ ルー プペ ー ジ ャ ー 
同じ グル ー プ コー ド を 持っ た グル ー プ 全局 を 呼出 
し ます 。 グ ルー プ コ ー ド と 一 緒 に 自 局 コ ー ド を 送 
る の で 、 受 信 側 は これ を 表示 し 、 ど の グル ー プ か 
ら 呼 出さ れ た か が わか り ま す 。 

急 ブ ラベ ー ト ペー ジャ ー 
相手 局 コ ー ド を 送信 し 、 あ る 特定 の 局 を 呼出 すこ 
と が で きま す 。 


送信 され る DSQ コ ー ド は 次 の 3 種類 で す 。 コ ー ド は 全て 3 桁 の 数 字 コ ー ド で 構成 
され て お り 、L バ ンド と H バ ンド それ ぞ れ 別々 に 設定 で きま す 。 


グル ー 3 あす る コー ド で PF グル ー 
プペ ー ジ ャ ー モ ー ド や コー ドス ケル チ で 交信 する 時 に 使い ます 。 


自 局 固有 の プラ イベ ー ト コー ド で す 。 プ ライ ベー ト 呼 出し を 受 


ける た め に 必要 で す 。 
プラ イベ ー ト 呼出 し で 呼出 す 相手 局 の コー ド で す 。 グ ルー フ プ 、 


プライ ベー トペ ベー ジャー で 呼出 され る と 、 受 信 し た 相手 局 の コ 
ー ド に 書 寺 か わり ます 。 


トー ンス ケル チ 
ド デ ン エン シコ ョ ー ダ ・ ドー シス ケル チ 
1 スケ ル チ を 調整 する (mwP1 1) 


どら トー ン モ ー ド を 設定 する 

F キ ー を 押し な が ら ぐう キー を 押す 。 

キー を 押す 毎 に メイ ン バ ン ド の 設定 が 変化 し ます 。 
トー ン エ ンコ ー ダ ( T. 点灯 、 ト ー ン 周波 数 表示 ) 


トー ンス ケル チ (T.SQ 点 丸 、 ト ー ン 周波 数 表示 ) 
! 
解除 


“ 

レビ ー タ ー を 経由 し て 交信 する 場合 は 、 ト ー 1 
数 ば 、 レビ ニタ テー に より カッ トド され ます の で トー 
スケ ル チ は 使用 し な いで 下さ い 。 


(消灯 ) 


3 トー ン 周 波数 を 選択 する 
① ダ イヤ ル を 回 すか 、e つ 、 で ぐつ キー で トー ン 周 波数 を 選択 する 。 
P47 の 50 波 の 中 か ら ※ 選択 し て 下さ い 。 
PTT、@ づ つづ キー、 メ イン バン ド の バン ドキ ー を 押す 。 
周波 数 表示 に 戻り ます 。 


4 送信 する 
T.、 また は T.SQ 京 灯 中 に 送信 する と 、 ト ー ン 周波 数 を 付加 し て 送信 し ます 。 


5 受信 する 
TSQ 点 灯 中 は 、 ト ー ン 信号 が 
き 、 受 信 音 が 聞こ えま す 。 
注 意 
し 、H 両 バン ド で T、 SQ で 待受け 中 、 両 方 で スケ ル チ が 開い た 場合 、 途 中 で 信号 


に 付加 され て いる トー ン 周 波数 が 変わ っ た り 、 な く な っ た り し て も 信号 が 切 
れる まで スケ ル チ は 開い て いま す 。 


致す る 信号 を 受信 し た 時 だ け 、 ス ケル チ が 開 
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6- ら . DSQ 

DSQ モ ー ド ココ ーー ド を 設定 する 。 
] スケ ル チ を 調整 する ( 叶 PII) 
ら DSQ モ ー ド を 設定 する 


DSQ が 動作 する の は 、 メ イン バン ド 側 の み で す 。 従 っ て 、 サ ブ バ ンド 側 の 
DSQ 股 定 は 表示 され すず 、 デ ィ ス プレ イ に 表示 され て いる DSQ の 設定 状態 は 常 


AT 2 2 
1 9。ocee 


pe 
G966co 
0 866655 


F キ ー を 押し な が ら で ぐう キー を 押す 。 
キー を 押す 毎 に メイ ン バ ン ド の 設定 が 変化 し ます 。 
昔 モ ー ド の 機能 や 使い 方 に つい て は P5 1 ーP52 を 


お 読み 下さ い 
コー ドス ケル チ し) 
有り 


3 DSQ コ ー ド を 選択 する 


[WETe】 時 コー ド 表 示 中 、 ダイ ヤル を 回 すか 、 で うふ 、 ぐう キー 
に ASS 1 8 一 を 押す 。 

表示 コー ド の No が 左 の よう に 切換 わり ます 。DSQ コ 
回 me】 / 同 人 eSRYe】 時 一 ド を 入力 する 時 は 、 該 当 す る コー ド を 選択 し て 、 
ビー 8-Pー ッ ー、 コー ド を 入力 し ます 。 


(4 DSQ コ ー ド を 入力 する 」 へ ) 


e [RfYe】 時 は 、 グ ルー プ 1 一 の 中 か ら 送 受信 する コー ド を 選択 し ます 。 

*【g imEYe】 時 は 、 呼 出し た い グ ルー プ の No を ] 一 昌 か ら 選 択 し ます 。 

* 回 [WEYe】 時 は 、 コ ー ド を 選択 する 必要 は あり ませ ん 。 

* DSQ コ ー ド Na は 、VFO-A、B 別 に 選べ ます 。 メ モリ ー チ ヂ チャンネル や 、CALL チ ャ 
ン ネ ル へ も 、 メ モリ ー 登 録 時 に 現在 選択 中 の Na が 書 込 ま れ ま す 。 - 


4 DSQ コ ー ド を 入力 する 
DSQ コ ー ド は 、L バ ンド と H バ ンド で 別に 設定 で きま す 。 


キー ボー ド の 数 字 ぐ つ ~ー ぐ @ つ キー を 8 桁 入力 する 。 
9 桁 目 を 入力 する と 、 次 は 1 桁 目 に 戻り ます 。 複 数 
の DSQ コ ー ド を 連続 し て 登録 する 場合 は 3 に 戻っ 
て 次 の コー 0 
また 、 入 力 コ ー ド を クリ ア す る 時 は 、 
な が ら を つう キー を 理 し ます 。 


F キ ー を 押し 


5 設定 を 完了 する 
PTT、@ っ キー、 メ イン バン ド の バン ドキ ー を 揚 す 。 
周波 数 表示 に 戻り ます 。 


グル ー プ コー ドモ ニタ ー の ON/OFF に つい て 


コー ド を 入力 する 前 の グル ー プ 1 一 8 の 表示 に は 、 コ 
ー ド No と 3 手 ゴ コー ド の 間 は ブラ ンク 表示 に な っ て い 
ます が 、 コ ー ド を 入力 する と 、 一 が 表示 され ます 。 

"ーー が 表示 され た コー ド は グル ー プ ペー ジャ ー 呼 出し 
を 受付 る こと が で きる コー ド を 表し 、' 一 が 消え て い 


グル ー プ コー ドモ ニニ る コー ド は 、 一 致す る コー ド を 受信 し て も 呼出 し を 
SR 受け ませ ん 。 
ON/OFF の 功 換え か た ・ 


F キ ー を 押し な が ら ぐつ キー を 提 す 。 

キー を 押す 毎 に 一 が 点灯 消灯 し ます 。 
入力 済み の グル ー プ 1 一 8 の うち 、 呼 出し を 受付 け 
る グル ー プ の み ON に し 、 そ れ 以 外 は OFF に する 
こと が で きま す 。 


* コー ドス ケル チ (ime3 ) 時 に は モニ 多 ー 
UN/OFF は 影響 し ませ ん 。 

*P、 ッ コー ド に は ON/OFF は あり ませ ん 。 
点灯 し て いま す 。 


ー は 常に 
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コー ドス ケル チ モ ー ド で 交信 する ( 四 Y@ ) 
グル ー プ コー ド 1 8 の うち の 1 つ を 選ん で 送信 し 、 受 信 時 は 選択 し た コー ド と 一 
致す る コー ド を 受信 し た 時 の み 、 ス ケル チ が 開き ます 。 
] 準備 する 
コー ドス ケル チ モ ー ド (| 還 RSYe3 ) に し 、 送 受信 する コー ド を 入力 、 選 択 し ま 
す 。(mSmP49) 


ら 送信 する 
PTT キ ー を 押す と 、 最 後に 表示 し た コー ド 桁 を 送信 し ます 。 


3 受信 する 
メイ ン バ ン ド で 選択 し た コー ド 3 桁 と 一 致す る 3 桁 の コー ド を 受信 する と 、 ス 
ケル チ が 開き 、 受 信 音 が 聞こ えま す 。 

アラ ー ム 音 が 鳴り 、 [ 計 e】 が 点滅 し ます 。 

es で ぐう キー、 メ イン バン ド の バン ドキ ー を 押す と 
STYe】 が 点灯 に 戻り ます 。 

s PTT キ ー を 押す と 、 コ ー ド 3 桁 を 送出 し て 、 相 手 
局 に 応答 し 、 元 の 表示 に 戻り ます 。 


グル ー プ ペー ジャ ー モ ー ド で 交信 する (回 亜 *9 ) 
送信 側 は グル ー プ コー ド と 自 局 コ ー ド の 7 桁 を 送り 、 受 信 側 は 自 局 に 登録 され て 
いる グル ー プ コー ド の 中 で 一 致す る も の が あれ ば スケ ル チ を 開き ます 。 
1 準備 する 
グル ー プ ペー ジャ ー モ ー ド (回 回 】) に し 、 送 信 す る コー ド を 入力 、 選 所 
し ます 。(mP48) 


ら 送信 する 
PTT キ ー を 押す と 右 の 7 桁 コ ー ド が 送出 され 、 口 口 図 口 口 ロ 
ピポパ 音 が 聞こ えま す 。 レフ 理 局 ・ 
コー ド コー ド 


最後 に 表示 し た コー ド が 、P か y の 時 は グル ー プ 1 
が 自動 的 に 選ば れ ま す 。 


3 受信 する 
メイ ン バ ン ド で グル ー プ コー ドモ ニタ ー が ON (一 点灯 ) の グル ー プ 1 8 の 
いずれ か こと 一 致す る コー ド の 次 に 、 医 ] を 受信 する と 、 ス ケル チ が 開き 、 受 信 
音 が 菩 こ えま す 。 


アラ ー ム 音 が 鳴り 、 賠 が 点滅 、 一 致し た グル ー プ コ 

ー ド を 表示 し ます 。 

e で っ う キ ー、 メ イン バン ド の バン ドキ ー を 押す と 
固 が 点灯 に 戻り ます 。 

e PTT キ ー を 押す と 、 フ 7 桁 コー ド を 送出 し て 応答 し 、 
元 の 表示 に 戻り ます 。 

注意 受信 コー ド が 自 局 コ ー ド と 一 致し た 時 は 、 グ ルー プ コ ー ド の 中 に 一 致す 

る コー ド が あっ て も 、 プ ライ ベー トペ ー ジ ャ ー モ ー ド に か わり ます 。 


プラ イベ ー ト ペー ジャ ー モ ー ド で 交信 する (回 本 ei ) 
送信 側 は 相手 局 コ ー ド と 自 局 コ ー ド の 7 桁 を 送り 、 受 信 側 は 自 局 と 一 致す る コー 
ド を 受け 取れ ば スケ ル チ を 開き ます 。 
1 準備 する 
ブラ イベ ー ト ペー ジャ ー モ ー ド ( 回 回 STe】 ) に し 、 自 局 、 相 手 局 コー ド を 入力 
する 。 (ms*P48) 


G 岐 思 2 


ら 送信 する 
日 口 品 岬 日 日 
PTT キ ー を 押す と 、 右 の 7 朽 コ ー ド が 送出 され 、 = 還 
ピ ポ バ 音 が 聞こ えま す 。 コー ド 本 WS 

3 受信 する 。 


メイ ン バ ン ド で 自 局 コー ド と 一 致す る 3 桁 コ ー ド と 隊 ] を 受信 する と 、 ス ケル 

チ が 開き 、 受 信 音 が 聞こ えま す 。 

アラ ー ム 音 が 鳴り 、 回 が 点滅 、 相 手 局 コー ド を 表示 
し ます 。 
* で つう キ ー、 メ イン バン ド の バン ドキ ー を 提 す と 、 
回 が 点灯 に 戻り ます 。 

s PT キー を 押す と 、7 拓 コー ド を 送出 し て 応答 し 、 
元 の 表示 に 戻り ます 。 

mn 受信 コー ド が 自 局 コ ー ド と 一 致し な いで 、 グ ルー プ コ ー ド 1 一 8 の い ず 
デ れ か と 一 致す る と 、 グ ルー プペ ー ジ ャ ー モ ー ド に 変わ り ま す 。 
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DSQ コ ー ド 送出 まで の WAIT 時 間 を 設定 する 


遥 常 、DSQ コ ー ド は PTT キ ー を 挟 し て か が ら 約 450ms 後 に 送出 され ます が 、 こ れ 
を 750ms に 変更 する こと が で きま す 。 


RTTE5PQ 


① ぐう キー を 押し な が ら 電 源 を 入れ る 。 
メイ ン バ ン ド 側 に 現在 の 設定 値 が 表示 され ます 。 


② ダ イヤ ル を 回 すか 、 ぐ どう 、 ぐ ふ キ ー で 設定 を 変更 
する 。 


レビ ー タ ー を 使っ て 交信 する 時 は 、 レ ビー ター 
が 中 継 を を 開始 し て か ら 、DSQ コ ー ド が 道 過す る 


よう に 、750ms に 設定 し て 下さ い 。 


ENT 


③PTT キ ー、@ で ふう キ ー か メイ ン バ ン ド の バン ドキ ー 
を 押す 。 
周波 数 表示 に 戻り ます 。 設 定 は 両 バ ンド に 共通 で す 。 


450〆750 表 示 


DTMF コ ー ド を マニ ュ ア ル 出 力 す る 
PTT キ ー を 導 し た まま キー ボー ド を 所 す と 、 理 し た キー の DTMF 信 号 が 送出 され 
ます 。 


DSQ 運 用 時 の 注意 

古 [EXe】 、 同 (WESYW3 時 、3 桁 コー ド と 隊 | の 次 に 
相手 局 コ ー ド を 受け 取ら な か っ た 時 は 、 ス ケル チ 
は 開き ます が 、 エ ラー (E) 表示 に な り ま す 。 

一 コー ド が 一 致し て スケ ル チ が 開い た 後 、1.5 秒 以内 は 交信 が 可能 で す 。 
1.5 秒 以上 途切れ る と 、 再 び ス ケル チ が 閉じ ます 。 

圏 バ ッ テ リー セー ブ を ON に する と DSQ コ ー ド を 受け に くく な り ま す 。 
DSQ で 待受け 中 は OFF に する こと を お すす めし ます 。 


國 ス キャ ン 、 チ ャ ン ネ ルス コー プ 、 ス ィ ー ブ スキ ャ ン 、 プ ライ オリ ティ 動作 中 は 
DSQ 設 定 は 無効 に な り ま す 。 


53 


6-3. オート ダイ ヤラ ー 

あら か じ め 記 憶 し て お いた DTMF コ ー ド を 自動 送出 する 機能 で す 。 

本 機 に は 、L バ ンド 、 有 バン ド で 共通 の 計 20ch の オー ト ダ イヤ ラー メモ リー が あ 
り ま す 。( 但 し 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 1 00ch 確 保 し た 場合 は 計 1 cn に な り ま す 。) 
ダイ ヤル コー ド を 登録 する 

①F キ ー を 押し な が ら 、 でき キー を 押す 。 


ーー 人 |ssss88 表示 が 点 減 し 、 メ イン バン ド 側 に オー ト ダ 
「 州 間 0 88 織 イヤ ラー メモ リーNo と コー ド が 表示 され ます 。( コ 
! の ーー 


前 6 ー ド は 初期 状態 で は ブラ ンク 表示 ) 
ルリ 
ら ②④ ダ イヤ ル を 回 し て 、 メ モリ ー を 選択 する 。 


に だら ③ キ ー ボ ー ド (16 キ ー 全 て 可 ) を 算 つ て コー ド を 入 
力 す る 。 
入力 し た コー ド は 右端 に 表示 され 、1 つ 前 に 入力 
し た コー ド は 左 に ずれ ます 。 最 大 で 15 析 まで 入力 
で きき ます 。 8 

ぐつ キー は 呈 表 示 、 を うつ キー は 放 表示 。 


半 ! | NR SNS 
/ コ ④PTT キ ー か メイ ン バ ン ド の バン ドキ ー を 押す 。 
軸 周波 数 表示 に 戻り ます 。 ' 
1 最後 に 表示 し て いた ダイ ヤラ ー メ モリ ー に コー ド 
た が 入力 され て いれ ば 店 不 較 表示 が 点灯 し 、 入 力 が 
な い 場 合 は 消灯 し ます 。 


ポー ズ の 入力 に つい て 


ポー ズ を 入力 する と 、 コ ー ド と コー ド の 送出 間隔 が 1 秒 お か れ ます 。 
F キ ー を 担 し な が ら 、 を つう キ ー を 押す 。 
"ーー が 表示 され 、 そ の 前 後 の コ ー ド の 送出 は 1 秒 お 
か れ ま す 。 ポ ー ズ を 含め て 15 拓 まで 入力 で きま す 。 


S4 


入力 し た ダイ ヤル コー ド を 修正 する 


① ダ イヤ ルコ ー ド 登録 で メモ リーNa を 選択 する 。 
@F キ ー を 押し な が ら 、 ダ イヤ ル を 回 すか 、 ぐう 、 ぐつ キー を 押す 。 
修正 し た い 1 つ 前 の コー ド を 右端 に 表示 し ます 。 

( 例 ) 123#354 入 力 時 


と 1 4 マ 
F+ 8 の F- 和 9 
7 7 に 9 りす に づつ! づ お 
ロココ ロコ ユ * ョ ロゴ 5 | 本 | ロコ ゴロ ゼ ゴ コ 


③ 新 し い コ ー ド を 入力 する 
( 便 ) 123#354 を 123#754 に 修正 


F キ ー を 押し な が ら @ つ キー を 押す と 、 
閣 が 消え ます 。( バ ックス ペー ス ) 

F キ ー を 押し な が ら ぐう キー を 担 す と 、 表 示 中 の メ 
モリ ー の コー ド が クリ ア さ れ ま す 。( ク リア ) 

F キ ー を 押し な が ら で @ つ キー を 押す と 、 表 示 右 端 の 
次 の 桁 が 消え ます 。( デ リー ト ) 


表示 右端 の 


オォ オート ダ イヤ ラー で コー ド を 送出 する 
① 送 出し た い ダ イヤ ラー メモ リー を 選択 し て 設定 モ 
ー ド を 終了 する 。 
表示 が 点灯 し て いる こと を 確認 し て 下さ い 。 
PTT (又は PTT ら ) キー を 提 し た 状態 で キキ ー を 
押す 。 
選択 し た コー ド が 送出 され ます 。 
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人 @ 改 障 と お 考え に な る 前 に 


次 の よう な 症状 は 故障 で は あり ませ ん の で 、 よ く お 確 か め に な っ て 下さ い 。 負 軒 
を し て も な お 、 異 常 が 続く 場合 は 、 リ セッ ト (mwP58) を する と 、 症 状 が 回 復 す 


る こと が あり ます 。 


電源 スイ ッ チ を 入れ て 
も 、 デ ィ ス プレ イ に は 
何 も 表 示し な い 。 


. 電池 ケー ス の 接触 不良 。 
b. 電池 の て 、 一 の 極性 が 逆 。 


C. 電池 の 消耗 。 


d. ス イッ チ を 離す の が 早 す ぎる 。 


ョ . バッ テリ ー ケ ー ス の 電極 の 汚 
れ な ご ど を 確認 する 。 


1 D. 極性 を 確認 し て 、 吉 池 を 入れ 


直す 。 

c. 束 霊 池 は 新しい 電池 と 交換 、 
Nicd は 充電 。 

d. 黙 湖 ス イッ チ は 少し 長く 押す 。 


スピ ー カ ー か ら 昔 が 出 
な い 。 
受信 で き な い 。 


受信 感度 が 悪い 。 


周波 数 表示 が 異常 に な 
っ て いる 。 


スキ ャ ン し な い 。 


プロ グラ ム ス キ ャ ン が 
で き な い 。 


周波 数 、 メ モリ ーNo が 
変わ ら な い 。 


キー 操作 が で き な い 。 


レビ ー タ ー が 使用 


で き な い 。 


a. 准 量 が 低 す ぎる 。 

b . ス ケル チレ ベル が 高 す ぎる 。 

Cc. トー ンス ケル テ が 働い て いる 。 

d. DSQ が 竹 い て いる 。 

. サブ ミュ ー ト が 和 働い て いる 

f. PTT キ ー が 押さ れ 、 送 信 状 慈 
に な っ て いる 。 


アッ テ ネ ー タ が 働い て いる 。 
CPU が 誤動作 し て いる 。 


スケ ル チ が 開い て いる 。 


プロ グラ ム ス キ ャ ン エ ッ ジ が メモ 
リー に 正しく 登録 され て いな い 。 


a. 当 な 音量 に セッ ト 。 

b. 適当 な スケ ル チ に セッ ト 。 
c. トー ンス ケル チ を 解除 。 
d. DSQ を 般 除 。 

B. ミュ ー ト を 解除 。 

f. PTT キ ー を 記す 。 


アッ テ ネ ー タ を 解除 する 。 
リセ ッ ト す る 。 


スケ ル チ を 雑音 の 消え る 位置 に 


| セッ ト す る 。 


上 限 、 下 限 の 周波 数 を 正しく 合 
録 する 。 


a. キ ー ロ ッ ク (KL/FL) が 設定 
され て いる 。 
b. CALL モ ー ド に な っ て いる 。 


キー ロッ ク (KIUFL) が 設定 さ 
れ て いる 。 


a. キー ロッ ク を 解除 する 。 


D. VFO か メモ リー モー ド に する 。 
キー ロッ ク を 解除 する 。 


レビ ー タ ー を 使う た め の 設定 が 
間違っ て いる 。 


ー5MHz シ フト 、88.5Hz の 
トー ン エ ンコ ー ダ を 設定 する 。 
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CE EEE @ リ セッ ト 
了 EuLUS 2 | 本 機 に は 、 ら 種類 の リセ ッ ト が あり ます 。 リ セッ ト を 行う と 、 各 種 の 設定 内 容 が 
し た り 、 消 えた りす る 。 ーー 人 RS 
送信 で き な い 。 a_ PTT キ ー が 確実 に 押さ れ て い | s. PTT キ ー を 押し て 、ON AIR 1 人 年 リセ ッ ト (全て の 設定 を 初期 化す る 。) 
送信 し て も 応答 が な い 。 な い 。 ラン プ が 赤く 点灯 する こと を F キ ー を 押し な が ら 加 源 を 入れ る 。 
F キ ー を 押し て いる 間 、 デ ィ ス プレ イ が 全 点 灯 し 、 


認 す る 。 
b. オ フ バ ン ド に な っ て いる 。 b. 送信 周波 数 の 客 囲 内 で 送信 す | す と 、 通 常 の 表示 (VFO-A の 初期 状態 ) に な り 
ます 。 


(シフ ト 、 ス プリ ッ ト 設 定時 ) | る 。 


C. 周波 粗 が 違う 。 c- 相手 局 と 周波 数 を 合わ は て 下 


さい 。 


* 二 波 同時 受信 中 に 、 本 機 の 周波 数 構成 上 、 舞 変 届 波 が 受信 され る こと が あり ます が 、 故 亡 
で は あり ませ ん 。 | 


! ー 
1 ee バン ドキ ー (L ま た は R) を 押し な が ら 、 電 源 を 入れ る 。 
肖 0 698886 L バ ンド 、H バ ンド 両方 の VFO-A_B の 設定 値 が 初期 
< つ ーー 化 さ ね ま す 。 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル や 、DSQ コ ー ド 、 
の / 導 N 。 オー ト タ イヤ ラー メモ リー は その まま で す 。 
RR 2 易 出 荷 時 の ゃ 直 
@ ア フタ ー サ ービス 工場 出荷 時 の 初期 値 
1 保証書 保証書 に は 必ず 所 定 事項 (ご 丹 入 店 名 、 ご 類 入 日 ) の 記入 お よび 記載 ! 5 拓 = に 4 
内 容 を お 確か め の 上 大 切 に 保存 し て くだ さい )。 1 VFO 周 波数 L バ ンド 14S.000MHz 
ER (ンド | 48300oMHz | 人 モード 
ES io CALL 周 波数 上 パ ンド | 145.000MHz | スキ ャ ン 記 開 和 件 タイ マー スキ ャ ン 
正 油 な ご 便 用 状態 で この 期間 中 に 万 一 故障 が 生じ た 場合 は 、 お 手数 で す が 製 品 1 で R バ ンド | 433.000MHz | 送信 バ パワー M ・. 


プロ グラ ム  L バ ンド 
スキ ャ ン エ ッ ジ ロバ ンド 
メモ リー1 一 8B0 
シフ ト ・ ス プリ ッ ト 、 


145.00OMHz 
433.000MHz 


な し 
な し (解除 ) 


Low ワー 


メモ リー チャ ン ネ ル 数 BQ0ch 
@) 


ON (800m8) 


に 保証 書 を 添え て 、 お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 に ご 相談 くだ | 
Ka 
保証 書 の 規定 に 従っ て 修理 いた し ます 。 
3. 保 証 甚 問 経過 後 の 修 理 に つい て は お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ビス 窓口 


キー ロッ ク 、 ベ ル 
DIAL 設 定 


ー ン 周波 数 B8.5MHz 
チャンネル ステ ッ プ 2OKHz 


に ご 相談 くだ さい 。 ドッ X_ DSREー ド アッ テ ネ ー タ 、APO 2 
修理 に よっ て 機能 が 維持 で きる 場合 に は お 客 様 の ご 要望 に より 有料 で 修理 いた シフ ト 幅 。 VHF デュ ブレ ックス 
し ます 。 2 UHF 

4. ア フタ ー サ ービス に つい て 、 ご 不明 な 点 は お 買い 上 げ の 販売 店 また は 当社 サー ト AN リー セー プ 


ビス 窓口 に ご 相談 くだ さい 。 


fA 


欠 バ ケッ ト 通 信 
パケ ッ ト 通 信 は 、 音 戸 の か わり に パソ コン な どの キー ボー ド を 演 作 し て 行う デー タ 
通信 の ひと つ で す 。 
本 機 で 、 パ ケッ ト 通 信 を 行う 時 に は 、 下 図 に 従っ て 接続 し て 下さ い 。 
パケ ッ ト 通 信用 の TNC (付属 装 置 ーTerminal Node Controller) の 各 端 子 と 
本 体 上 面部 に ある SP 端 子 と の 間 は 3.5 ぁ プラ グ 、MIC 端 子 と の 間 は 2.5 ぁ の 小 
呈 プ ラグ を 使用 し て 下さ い 。 
e 入 力 レ ベル の 調節 … 不 機 の MIC 端 子 に は 、 入 力 レ ベル を 調節 する 回 路 は あ 
り ま せん の で 、TNC 側 で 入力 レベ ル を 調節 し て 下さ い 。 
w 出力 レベ ル の 調節 …SP 端 子 か ら の 出力 レベ ル は 本 体側 夫 の VOLUME 4 ン 
マキ ー で 調節 し て 下さ い 。 


パケ ッ ト 通 信 の 接続 の し か た 


( 注 ) 内 部 の 3.5V ソ ライ ン か 
ら 1000 の 抵抗 を 通し て 電 
圧 が 供給 され ます 。 


es TNC と パソ コン な どの 間 の 接続 方 法 は 、TNC の 取扱 説明 書 に 従っ て 行っ て 下さ 
い 。 ま た 、 パ ソコ ン 、TNC、 本 機 と の 距離 が 近 す ぎる と 、 ノ イズ を 受け る こと 
が あり ます 。 そ の 場合 は で きる だ け 離 し て お 使い 下さ い 。 

* バ パケット 通信 を 行う と き に は 、 バ パ バッテリ ー セ ー ブ プ 機 能 (WP46) を OFF に し 
て 下さ い 。 

s 相手 局 と 周波 致 を ご 確認 下さ い 。 周 波数 が ずれ て いる と 、 リ トラ イ 回 数 が 多く . 
な り ま す 。 

* パ ケッ ト 通 信 を 行っ て いる 時 は サブ バン ド 側 の 音量 を し ぼっ て 下さ い 。 

e* 1200bps 以 下 で ご 使用 下さ い 。 


@ オ プシ ョ ン 

本 機 に は 、 次 の よう な オプ ショ ン が あり ます 。 
僅 EB ロ -33N : 二 力 ド バ ッ テリ ー パ ッ ク (4.8V 65QmAH) \4.500 
人 EBP-34MN : 二 カ ド バ ッ テリ ー パ バック (4.8V 1800mAH) \6.800 
@EBP-3SN : 二 カ ド バ ッ テリ ー パ ッ ク (7.2V 90QmAH) \8.000 
信 EDC-35MN : ニカ ド バ ッ テリ ロー パ ッ ク (9.6V 65QmAH) \9.5OO 
@EDC-3B アク ティ ブフ イル ター 付 シ ガー ライ ター ケー ブル \ ら .000 
人 EDC-B ら : バッ デリ ー テ ャ ー ジ ャ ー (ウォ ー ル チャ ー ジ ャ ー) \ ど .300 
@EDC-59 バッテリー チャー ジャ ー ( 委 遠 型 ) \9.800 
佑 EMS- 日 : リモ コン 付 ス ピー カー マイ ク \4.6Q00 
人 EMS- ヨ - スピ ー カ ー マ イ ク \4.5O0 
佑 EME-1 ら VOX 付 ヘッ ド セ ッ ト (ヘッ ド ホ ンタ イプ ) \B.5O00 
@EME-183 VOX 付 ヘッ ド セ ッ ト (イン ナー タイ プ ) \B.5SO0O 
人 EME-15 VOX 付 タイ ご ンマ イク \5.5OQ 
金 EME- ・ プ チ 型 イヤ ホン \1.5OO 
例 ESC- ら BB : ソフ ト ケ ー ス (ショ ー ト サイ ズ ) \2.000 
登 ESC-2 ヨ コソ フト ケー スズ ス ( 標 塗 サイ ズ ) \2.000 
ESC-30 ソフ ト ケ ー ス (ロン グ サ イズ) \2.000 
【 】 ゴ ='a 少 <1 : モー ビル ブラ ケッ ト \1.800 


EMS-B (リモ コン 付 ス ピー カー マイ ク ) の 使い か た 


①PTT  : 本 体 の PTT キ ー と 同じ で す 。 
ゃ イリ の 8 ユー @ ②⑨A : 指定 され た 6 つの 機能 の 中 か ら 、1 つ を 
この キー に 割付 ける こと が で きま す 。 . 
③D ロ OWN : 本 体 の ダイ ヤル の 左 回 し と 同じ で す 。 
④UP : 不 体 の ダイ ヤル の 右 回 し と 同じ で す 。 


A キ ー の 設定 の し か た 
① 本 体 の F キ ー を 押し な が ら 、 マ イク の A キ ー を 押す 。 
② 本 体 の ダイ ヤル 、 ぐつ 、 で つ キー、 マ イク の UP キー、DOWN キ ー で 以下 の い 
ずれ か の 擬 能 か ら 1 つ を 選 京 。 
0 : メイ ン バ ン ド 切 換 
1 : VFO ン メモ リー 切換 4 : VFO AB 切換 
ら : MONI キ ー 5 : VFD バ ンド 帯 切換 
③PTT キ ー、 本 体 の バン ドキ ー、 マ イク の A キ ー を 押す と 、 周 波数 表示 に 戻る 。 
以後 、A キ ー は 設定 し た 機能 に 従い 、 動 作 し ます 。 


3 : ツイ ンプ モノ バン ド 切 換 
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@EDC-62< 普 通 充 電 衣 〉 
一 充電 方 法 1 
バッ テリ ー パ ッ ク の 放 サイ ド の 港 を 本 機 の ロ 
両側 の リブ に すべ ら せ て 、 挿 入 し て 下さ い 。 5 人 
ラン プ が 点灯 し 充電 が 開始 され ます 。 SEI 
到 方 陸 
. 充 吉 中 は 、 必 ず セ ッ ト 本 体 の 電源 スイ 
ッ チ を DFF に し て お いて 下さ い 。 > 
2 他社 製品 の 充 哉 等 に は 、 絶 対 使用 し な ト 
いで 下さ い 。 


3. 到 電 時 間 は 、 バ ッ テ リ ー バ ッ ク の 消費 状態 
お よび 名 商品 に よっ て 異な り ます 。 充電 時 間 に つい て は 、 守 バッ テリ ー バ 
ッ ク の 取扱 説明 書 を 参照 し て 下さ い 。 

4 本 衝 の 充 井 子 を 金属 丘 等 で 短 納 さ せ た り する と 本 機 に ダメ ー ジ を 与え る 場 
合 が あり ます 。 

5. 二 カド バッ テリ ー パ バッ ク は 逆 方 向 に は 挿入 し な いで 下さ い 。 


一 バッ テリ ー バ パッ ク に つい て 
本 機 で 充 宮 で さる バッ テリ ー パ ッ ク は 次 の 通り で す 。 
EBP-33N(4.8V 650mAH) EBP-36N (9.6V 650mAH) 
EBP-34N(4.8V 1200mAH) EEBP-G7N (4.8V 700mAH) 
EBP-35N (7.2V 900mAH) 


@EBP-33N く Ni-Cd 茜 電 
注意 


]. 本 機 は 出荷 時 充電 され て お り ま せん 。 お 買上 後 充 表 し て か ら ご 使 所 下さ い 。 

ら . 本 バッ テリ ー を EDC-62 で 充 更 す る 時 は 最大 12 時 間 必 要 で す 。 

3. 充 豆 は 0Cー45C の 温度 範囲 内 で 行っ て 下さ い 。 
これ 以外 の 温度 で は 、 充 分 に 充電 され な か っ た り 、 バ ッ テ リ ー の 性 能 を 劣化 さ 
せる 原因 に な り ま す 。 

4 バッテリー パッ ク の 改造 、 分 解 、 火 中 、 水中 へ の 投入 は 危険 で すか らし な いで 
下さ い 。 

5. バッ テリ ー パ ッ ク の 端子 は 絶対 に ショ ー ト させ な いで 下さ い 。 機器 を 摂 傷 さ 
せ た り 、 バ パ バッテリー の 発熱 に より 、 や けど の 恐れ が あり ます 。 

6. 必要 以上 の 長 間 の 充 十 ( 骨 充 量 ) は バッ テリ ー の 性能 を 低下 させ ます の で 
さけ て 下さ い 。 


2 池 ク 


・ ーーーーーーweaM4 


プ .、 バッ テリ ー バ ッ ク の 保存 は 、 一 60Cー+45C の 範囲 で 混 度 が 低く 乾燥 し た 
場所 を 選ん で 下さ い 。 それ 以外 の 温度 や 極端 に 湿度 の 高い 所 で は 、 バ ッ テ リ ー 
の 漏 液 や 、 金 属 部 の サビ の 原因 に な り ま す の で さけ て 下さ い 。 

8. 過 常 の 使用 で 約 300 回 の 充 題 が 可能 で す が 、 所 定 の 時 間 充 時 し て も 使用 時 間 


が 著しく 短い 場合 は 寿命 が つき た も の と 思わ れ ま す 。 新 し いも の を ご 使用 下 
さい 。 
9. の ご 使用 済み の 二 カ ド 電 池 は 買 重 な 資源 で す 。 再 利 屈 し ます の で 、 廃 棄 し 


や な いで ニカ ド 電 池 回 慢 力 店 へ 持参 下さ し 


10. 本 バッ テリ ー は DJ-G5 に 装着 し て いる 時 は 、DJ-1N に 13.8VDC を 凄 続 する 
と 充 雷 する こと が 出来 ます 。 


@ ご 注意 ' 
一 二 カ ド バ ッ テリ ー シ ョ ー ト 防止 
ニカ ド バ ッ テリ ー パ ッ ク を 持ち 運 避 際 に は 、 
端子 を 絶対 に ショ ー ト させ な いよ う 注 意 し 
て 下さ い 。 大 起 流 が 流れ て や けど や 火事 に 
な る 危険 が ありま す 。 


だ 閣 す 少 が * あ る 所 に 置い た り 
端子 を 触 移 を せな いよ うに し て 
下さ い 。 


る / バッ グ に 直接 入れ だ く 


に バッ グ に 入れ な 6 補 R 
る ん だ りら り し な いで 下さ 


い 。 


バッ グ 等 に 入れ る 場合 は 電 先 を 通さ な い 謀 や 、 ハ ンカ チ 等 
に くる ん で 下さ い >。 


電気 を 通さ な い 物 を 青い て 、 半 
いて 下さ い 。 


※Ni-Cd バ ッ テ リ ー パ ッ ク を 持ち 運び する 時 は 、 付 属 の 袋 に 入れ て くだ さい 。 
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人 申請 書 の 書き 方 

本 機 は 「 技 術 革 準 合 証明 ] を 受け た 機械 で す 。 
本 機 の 後面 に 貼ら れ た 技術 基準 適合 証明 シー ル に 話 
上 番号 が あり ます 。 

(番号 は 無線 江 富 に 異な り ます 。) 

本 機 を TNC 等 の 付属 装 土 を 付け な いで ご 使用 に な る 
合 は 、 技術 馬 証 明 送 受信 擬 と し て 申請 で きま す 。 
(付属 装 置 を つけ る 場合 は 次 の ペー ジ を 参考 に し て 下 
さい )。) 


技術 大 準 適合 証明 で 申請 する 場合 
< 適 証明 発行 


2 送信 夷 


5 Fa 5 esa 
144M 5 
+ 
1 
( 
1 
1 


野次 少 | 抽 千 国生 届 科 政 更 | 財 調 沼 


=2、 =3 
F2、F3 


その 他 の 二 軍 没 計 


[* 1 


[*41 
[*5] 


技術 証明 発行 願 と 工事 
設計 書 の * ) に は 上 上 記 
の 授 迄 証明 シー ル の 奄 
号 を ご 記入 下さ い 。 

技 過 証 明 送 信 緒 で す の で 
ここ を 雀 上 で きま す 。 
合用 する 空中 良 の 型式 を 
記入 し て 下さ い 。 (付属 
の アン テテ ナ の み 申 請 す 
る 場合 は 単 一 型 " と 
ご 記入 下さ い 。) 

(B 無 ) に つ を つけ ます 。 
送信 機 系 統 図 の 添付 は 省 
至 す る こと が で きま す 。 


パケ ッ ト 適 信 の た め に 、 


バ パケット 通信 の 付属 装置 を つけ て 申請 する 場合 
TNC 等 を つけ る 場合 は 、 技 術 適合 証明 送受 信 機 で な く な 


り 、 保 証 認 定 を 受け て 申請 し ます 。 


《 伯 証 認定 願 > 


① 2 送信 機 -6」 の 欄 ( こ 技 千明 の 番号 を 記入 し ます 。 

②「 7. 付 属 装置 」 の 揃 は 「 有 ] に 〇 を つけ ます 。 

③ 裏 面 の 「5. 送 信 茎 の 付属 装置 ] の 欄 は 、 付 再 装置 の 名 称 、 方 式 、 現 格 を 僚 考 
欄 に 該当 する 送信 機 番 号 を 記入 し て 下さ い 。 


付属 装置 の 方 式 、 


に ss 


規 燥 の 記入 例 


'3 徐 考 ( 注 ) 
方 式 : AFSK 装 置 、 遂 信 速 度 1200 ボ ー | 


符号 構成 : AX.25 プ ロト コル 準拠 
周波 迷 偏 移 : 5OOHz 


副 搬 送 波 周波 数 ・17OOHz 


く 無線 局 事項 及び 工事 設計 書 > 


その や の 工事 設計 


還 汽 法 池 3 意 に 更 定 : 


E*1] 技 適 証 明 シ ー ル の 番号 を ご 記 
入 下 さい 。 

[** ど ] 技 適 証明 送受 信 幾 な の で ここ 
を 省略 で きま す 。 

[*3] 使用 する 空中 線 の 形式 を 記入 
し ます 。 


sw 周波 数 測定 装置 は (B 無 ) に 〇 を 
つけ ます 。 
送信 機 系 統 図 は 省略 で きま す 。 
0 ッ ト 通 信用 の TNC を 接続 す 
合 は 次 の よう に 記入 し ます 。 


技術 基準 適合 
る 年 明 番号 
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144.000- 145.995MHz 
430.000<439.995MHz 


人 @ 送 信 機 未 統 図 


トー 
る 
い 
ノレ 

引 に 

映ら 

ドミ 

配 の 

吾 員 mm 

二 5 箇 8 

忠 ら 下 6 

思 思 @ 


盛 振 掲 帳 
2SC5066 
和 励 振 増 帆 
2SC5066 


緩衝 増幅 
8SC5066 
緩衝 増幅 
88C5066 


ら 〇 〇 Ke) 
8 押 ら 各 8 基 8 
は 呈 具 記 の 記 の 
9 湯 6 当 5 提 
1 守 い CU 叶 只 


に ト ! 〒 
ーー ーー ロ と 
る | 中 まま 。 。 計 | 邊 
ら の | 只 ゴト ド る 症 | 8 
< の 2 Q .: に Fe】 
9 つめ n 昌 と Q ら 9| ご 6 
ママ Oo 6 の ー [me 有 
ミミ | テ “ き トー 日 ビ 9| 
ふ 
EKN ト 
太る に 
いら つ 避 
彦 に CO 
選 生 [つの 
苗 ラ 9 
玩 ロ エ 


周波 数 範 賠 (MHz2) 
電波 形式 


144.000-145985 | 43C.000-439.885 
FG、F3 (FM) 


ー10C ビ て ー60C 
4.5 16.0 (13.8) 
4.5-160( 8.0) 
約 1.5A 


: 13.8V (外部 端子 ) 


5A 
: 7.2V (吉池 瑞 子 ) 約 1.4A 約 1.5A 


送信 時 H : 4.8V (電池 端子 ) 
仁 | 消 凌 間 流 | 送信 時 M: 4.8V (電池 端子 ) 


4910A 


4 | 送信 時 L :4.8V (電池 敵 子 ) 約 O.5A 
間 | 受信 待ち 受 和 苦 ( ツ イン バン ド }) 約 85mA 


受信 待ち 受 寺 (モノ バン ド ) 約 50mA 
バッ テリ ー セ ー ブ 時 平均 (ツイ ン バ ン ド ) 


| 接地 方 式 

マイ クロ ホン イン ビー ダン ス 

寸法 WxHxD  ( ) 内 は 突起 物 念 お 
( アン ソン テ ナ 、 ベ ルト クリ ッ プ ) 

宰 ハ ンド スト ラッ プ 、EBP-33N を 含む 

H: 13.8V (外部 喘 子 ) 


マイ ナス 授 地 
ど kQ 
57(63)x 135(157 の x87.5(31.5)mm 


リア クタ ンス 変調 


最大 周波 数 乱 移 土 5kHz 
スプ リア ス 発 射 強度 ー6QOdB 以 下 
受信 方 式 ダブ ルス ー パ ー ヘ へ ヘテロダイン 


38.98MHz 45.1 MHz 


第 1 中 則 周 波数 

妥 信 度 | 上 パン ド の VHF、H バ ンド の UHF | ー16dBp 以 下 ー15cB/ 以 下 
L バ ンド の UHF、R バ ンド の VHF ー12dB/ (O.25/yv) 以下 

部 | スケ ル チ 感 度 ー20dB/ ( O.1 uv ) 以下 

和 周 波 出力 (10% 直 み 時 ) 


JAIA (日 本 アマ チュ ア 無 線 機器 工業 会 ) で 定め た 測定 法 に よる 。 


